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組されてきた。しかし，我が国の南極観測事業のより一層の進展のため，昭和 48年 9月 29日に国立科
学博物館極地研究センターが発展的に改組され，大学共同利用機関として，国立極地研究所が創設され
た。 
昭和 48年 9月 29日国立極地研究所創設。研究系 4部門，資料系 2部門，管理部 2課 6係及び事業部 1 
          課 2係が設置された。また，南極の昭和基地が観測施設となった。 
昭和 49年 4 月 研究系に寒地工学研究部門，資料系にデータ解析資料部門，事業部に観測協力室，
並びに図書室が設置された。 
昭秘 50年 4 月 研究系に地学研究部門，寒冷生物学研究部門，資料系に低温資料部門が設置され
た。 
昭和 50年 10月 事業部観測協力室に設営係と定常観測係が設置された。 
昭和 53年 4 月 研究系に極地気象学研究部門（時限 5年），極地鉱物・鉱床学研究部門が設置され，
寒冷生物学研究部門が寒冷生物学第一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組
された。 
昭和 54年 4 月 研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第二
研究部門に改組され，寒地工学研究部門は極地設営工学研究部門と改称された。 
昭和 56年 4 月 資料系に隕石資料部門が設置され，みずほ基地が観測施設となった。 
昭和 58年 4 月 研究系の極地気象学研究部門が廃止され，気水圏遠隔観測研究部門が設置された。
（時限 10年） 
昭和 59年 4 月 研究系に隕石研究部門，資料系にオーロラ資料部門が設置された。 
平成 2 年 6 月 北極圏環境研究センターと情報科学センターの 2 研究施設が設置され，資料系の
データ解析資料部門が廃止された。 
平成 5 年 4 月 研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃止され，極域大気物質循環部門が設置され
た。総合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻が設置され，同大学の基盤
機関となった。 
平成 6 年 6 月 研究系に地殻活動進化研究部門が設置された。 
平成 7 年 4 月 研究施設に南極圏環境モニタリング研究センターが設置された。 
平成 8 年 5 月 南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われ，資料系非生物資料部門が
廃止された。 
平成 9 年 4 月 北極圏環境研究センター及び南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行わ
れた。 
平成 10年 4 月 研究施設に南極隕石研究センター，事業部に環境影響企画室が設置された。研究
系の隕石研究部門（客員部門），資料系の隕石資料部門が廃止された。 

























































































教 授 助教授 助 手 
職 員 職 員 観測職員 
計 
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2) 
-1 3(1) 3 5 1△1   
49 1 1 
3(2) 4(2) 5 22 3 29 
68(4) 
-2 -2 5 2 8△1   
50 1 1 
3(4) 4(4) 10 24 10 29 
82(8) 
2(△1) 1(△1) 1 2 2   
51 1 1 
5(3) 5(3) 11 26 12 29 
90(6) 
1(△1) 1(△1) 1   2 2 
52 1 1 
6(2) 6(2) 12 26 14 31 
97(4) 
1(2) 1(2) 1 1 1△1   
53 1 1 
7(4) 7(4) 13 27 14 31 
101(8) 
-1 1(1) 1   3   
54 1 1 
7(5) 8(5) 14 27 17 31 
106(10) 
  1 1   1   
55 1 1 
7(5) 9(5) 15 26△1 18 31 
108(10) 
  1         
56 1 1 
7(5) 10(5) 15 26 17△1 31 
108(10) 
        1△1   
57 1 1 
7(5) 10(5) 15 26 17 31 
108(10) 
        1△1   
58 1 1 













合計 1 (3) 16 16 20 29 9 38 
129 
(3) 
所 長 1        1 
副所長  （3）       （3） 
研究教育系   16 16 20    52 
極域情報系      2 1  3 
極域観測系          






事業部      9 7 38 54 
-1  1(1)         
59 1 1 
7(6) 11(6) 15 26 16△1 31 
108(10) 
          2 
60 1 1 
7(6) 11(6) 15 26 15△1 33 
109(12) 
          2 
61 1 1 
7(6) 11(6) 15 26 15 35 
111(12) 
    1       
62 1 1 
7(6) 11(6) 16 26 14△1 35 
111(12) 
    1       
63 1 1 
7(6) 11(6) 17 25△1 14 35 
111(12) 
                
元 
1 1 7(6) 11(6) 17 25 14 35 
111(12) 
1 1 2   2       
2 
    9(6)① 11(6) 19 25 14 35 
115(12)① 
1 1     1       
3 
    9(6)① 11(6) 20 25 13△1 35 
115(12)① 
1 1       1     
4 
    9(6)① 11(6) 20 26 13 35 
115(12)① 
1 1 1 1       1 
5 
    10(6)① 12(6) 20 26 13 36 
119(12)① 
1 1 1 1     1   
6 
    11(6)① 13(6) 20 26 14 36 
122(12)① 
1 1 1  1(△1) 1       
7 
    12(6)① 13(6) 21 26 14 36 
124(12)① 
1 1 1 1 1△1   1△1   
8 
    13(6)① 14(6) 21 26 14 36 
126(12)① 
1 1 2 1         
9 
    15(6)① 15(6) 21 26 14 36 
129(12)① 
1 1 1  1△1 3△2 3 1   
10 
    16(6)① 15(6) 22 29 15 36 
125(12)① 
1 1    1     1 1 
11 
    16(6)① 16(6) 22 29 16 37 
138(12)① 
1 1 1  1△1     △1   
12 
    17(6)① 16(6) 22 29 15 37 
138(12)① 
1 1      ①       △1   
13 
    17(6)② 16(6) 22 29 14 37 
137(12)② 
1 1 -1 -1         
14 
    17(7)② 16(7) 22 29 14 37 
137(14)②  
1 1 -1 -1   △1     
15 
















16 1 3 18 16  22 28 10 37 132 
17 1 3 16 16  20 29 9 38 129 
 
5）研究支援スタッフ 
   区分 
年度 COE 非常勤研究員 研究支援推進員 リサーチ・アシスタント 
 ７ ４   
 ８ ４ １  ２ 
 ９ ４ ６  ８ 
１０ ４ ７  ９ 
１１ ７ ８ １０ 
１２ ７ ８ １４ 
１３ ７ ８ １６ 
１４ ７ ８ １４ 
１５ ５ ６ １４ 
    
   区分 
年度 プロジェクト研究員 リサーチ・アシスタント 
１６ １６ ４ 





年度 人件費 物件費 合計 
16 1,218,980 2,203,819 3,422,799 





敷地面積   5,945 ㎡（板橋地区） 
   1,407 ㎡（河口湖地区） 
 
建物延面積 
研究棟  6,430 ㎡（RC,地下１階、地上４階） 
管理・資料棟  4,002 ㎡（RC,地下１階、地上６階） 
ゲストハウス    678 ㎡（RC,地上４階）          11,393 ㎡ 
仮設隕石研究室    186 ㎡（S,地上２階） 
仮設倉庫     30 ㎡（B,地上１階） 
物品庫     67 ㎡（B,地上１階） 
 
 
河口湖・大石研修施設   372 ㎡（W,地上２階）   387 ㎡ 
























教 授 理 博 江 尻 全 機 磁気圏物理学 
教 授 理 博 佐 藤 夏 雄 磁気圏物理学 
教 授 工 博 麻 生 武 彦 超高層物理・電子応用計測学 
教 授 工 博 山 岸 久 雄 超高層物理学 
助教授 理 博 宮 岡   宏 プラズマ物理学 
助教授 理 博 田 口   真 超高層物理学 
助教授 理 博 門 倉   昭 磁気圏物理学 
助 手 理 博 行 松   彰 磁気圏物理学 
助 手 工 博 岡 田 雅 樹 プラズマ物理学 










助 手 理 博 海老原 祐 輔 磁気圏物理学 
所 長 理 博 藤 井 理 行 氷河気候学 
教 授 理 博 山 内   恭 大気物理学 
教 授 理 博 神 山 孝 吉 地球化学 
教 授 理 博 和 田   誠 大気物理学 
助教授 理 博 伊 藤   一 海洋雪氷学 
助教授 理 博 塩 原 匡 貴 大気物理学 
助教授 理 博 本 山 秀 明 雪氷水文学 
助教授 工 博 東   久美子 雪氷学 
助教授 工 博 藤 田 秀 二 雪氷物理学 
助 手 理 博 牛 尾 収 輝 極域海洋学 
助 手 学術修 平 沢 尚 彦 気候学 
助 手 理 博 古 川 晶 雄 雪氷学 










助 手 理 博 橋 田   元 極域大気科学 
 
教 授 理 博 白 石 和 行 地質学 
教 授 理 博 澁 谷 和 雄 固体地球物理学 
教 授 文 博 森 脇 喜 一 自然地理学 
教 授 理 博 小 島 秀 康 隕石学 
教 授 理 博 本 吉 洋 一 地質学 
助教授 理 博 船 木   實 岩石磁気学 
助教授 理 博 野 木 義 史 固体地球物理学 
助教授 学術博 三 澤 啓 司 宇宙化学 
助教授 理 博 土 井 浩一郎 測地学 
助 手 理 博 金 尾 政 紀 固体地球物理学 
助 手 理 博 三 浦 英 樹 第四紀地質学 
助 手 理 博 今 榮 直 也 隕石学 
助 手 理 博 山 口   亮 隕石学 









助 手 理 博 外 田 智 千 地質学 
教 授 水産博 福 地 光 男 海洋生態学 
教 授 理 博 神 田 啓 史 植物分類学 
教 授 水産博 小 達 恒 夫 生物海洋学 
助教授 農 博 渡 邉 研太郎 海洋生態学 
助教授 理 博 工 藤   栄 水圏生態学 
助教授 理 博 伊 村   智 植物生態学 
助教授 理 博 高 橋 晃 周 動物生態学 
助 手 農 博 加 藤 明 子 海洋生態学 










助 手 学術博 内 田 雅 己 微生物生態学 





























③麻生武彦 教授、副所長（平成 17年 9月まで） 
1.専門分野：超高層物理学 
2.研究課題：1) 流星レーダーや IS レーダー（EISCAT）など電波工学的手法による極域超高層大気ダ
イナミックスの研究  2) ALIS 多点観測などの光学的手法を用いた極域超高層オーロラとトモグラフ
ィ解析  3) 計算機による大気波動の数値モデリング 





ダー（NSMR）の 5 年余の連続観測のデータにもとづき、NTMR レーダーとの比較による緯度構造解
析、年々変動解析による大気潮汐波のクライマトロジー解明を行った。またトロムソ流星レーダー







1. Hall, C. M., T. Aso, M. Tsutsumi, S. Nozawa, A. H. Manson and C. E. Meek, A comparison of 
mesosphere and lower thermosphere neutral winds as determined by meteor and 
medium-frequency radar at 70゜N, Radio Sci., 40, RS4001, doi:10.1029/2004RS003102, 2005. 
2. Gustavsson, B., T. Sergienko, M. .J Kosch, M. T. Rietveld, B. U. E. Braendstroem, T. B. Leyser, 
B. Isham, P. Gallop, T. Aso, M. Ejiri, T. Grydeland, AA. Steen, C. LaHoz, K. Kaila, J. Jussila, 
and H. Holma, The electron energy distribution during HF pumping, a picture painted with all 
colors, Ann. Geophys., 23, 1747-1754, July 2005. 
3. Tsutsumi, M. and T. Aso, MF radar observations of meteors and meteor-derived winds at 
Syowa  (69°N, 39°E), Antarctica: A comparison with simultaneous spaced antenna winds, 
J. Geophys. Res., 110, No. D24, D24111, 1-20, doi:10.1029/2005JD005849, 24 Dec. 2005. 
4. Nozawa, S., A. Brekke, S. Maeda, T. Aso, C. Hall, Y. Ogawa, S. Buchert, J. Roettger, Richmond, 
R. Roble, and R. Fujii, Mean winds, tides and quasi-2 day wave in the polar lower 
thermosphere observed in EISCAT eight day run data in November 2003, J. Geophys. Res., 
110, A12309, 1-14, doi:10.1029/2005JA0011128, Dec. 2005. 
5. Hall, C. M., T. Aso, M. Tsutsumi, S. Nozawa, C. E. Meek and A. H. Manson, Comparison of 
meteor and medium frequency radar kilometer scale MLT dynamics at 70°N, J. Atmos. 
Solar-Terr. Phys., 68, 309-316, 2006.Available on line Oct 2005 
<<研究発表 口頭・ポスター発表＞＞ FirstAuthor以外で極地研教員の共著者があるものは省略 
Hall, C., J. Roettger, T. Aso and A. Brekke, Observing the climatology of tropospheric and lower 
stratospheric structure over Svalbard with SOUSY Svalbard Radar, Norway-Japan seminar on 
Polar Science, Oslo, May 12-13,2005. 
T. Aso , Our Polar Upper, Middle and Lower Atmosphere Research in close collaboration with 
Norway, Norway-Japan seminar on Polar Science, Oslo, May 12-13,2005. 
麻生武彦, 堤 雅基, 村山 泰啓, C. M. Hall, 極域超高層における大気潮汐波の振る舞い(12)―トロムソ、
スバルバー 
ルMRとポーカーフラットMFの汎地球比較―, 地球惑星科学関連学会 2005年合同大会予稿集, 幕張, 
2005年 5月 22日-26日. 
麻生武彦, 堤 雅基, ホール クリス, 村山 泰啓, 三好 勉信, トロムソ(NTMR)・スバルバール(NSMR)
流星レーダーを軸とした極域大気潮汐研究, 第 29回極域宙空圏シンポジウムプログラム＆予稿集, p.36, 
2005年 8月 4日-5日. 
Aso, T, An overview on our polar atmospheric study by optical methods for now and future IPY 
period, 32nd Annual European Meeting on Atmospheric Studies by Optical Methods, London, 
Canada, p.68, August 29 - Sep. 1, 2005. (invited) 
麻生武彦, 堤雅基, 村山泰啓, 三好勉信, Chris Hall, Rolando Garcia, 極域超高層における大気潮汐波
の振る舞い（13）―トロムソ・スバルバール・ポーカーフラット・GCM総合%%解析―, 地球電磁気・























クオフミーティング (北海道陸別、2005.6.10)、幼年教育研修会全国大会 (横浜市、2005.7.25)、 未来
フェスタ inかがわ(2005.10.23)、 南極観測・講演と映画の会(2005.4.16)、 鳥取県西伯郡伯耆町農村環
境改善センター(2005.10.15) 
 
⑤宮岡 宏  助教授 
 




 2005 年 8 月に一対の共役点イメージャーの一方をアイスランド・フッサフェルに設置した。もう一


























員会委員, American Geophysical Union, American Meteorological Society,IUGG (国際測地学地球
物 理 学 連 合 ) 科 学 /IAMAS( 大 気 科 学 連 合 )/ICMMA( 中 層 大 気 科 学 委 員 会 ) Commission 





・K. Sato, G. Hashida, A.Kadokura, Y.Esaki, and T. Yamanouchi (招待講演),Three dimensional 
structure of Antarctic ozone hole dissipation processes based on an intensive ozonesonde 
observation at Syowa Station in 2003,IAGA Scientific Assembly,Toulouse, France, July, 2005. 
・K. Sato, Y. Tomikawa, G. Hashida, A. Kadokura, H. Nakajima, T. Sugita, I. Murata, M. Namiki, Y. 
Matsuzaka, T. Yamagami, T. Aso and T. Yamanouchi,Dynamics of Antarctic ozone hole dissipation 
revealed by balloon and satellite observations,ILAS-IIサイエンスチームミーティング, 2006年２月 
・K. Sato, Y. Tomikawa, G. Hashida, A. Kadokura, H. Nakajima, T. Sugita, I. Murata, M. Namiki, Y. 
Matsuzaka, T. Yamagami, T. Aso and T. Yamanouchi (招待講演),Dynamics of Antarctic ozone hole 
dissipation revealed by balloon and satellite observations,Ozone Workshop in Matushima, 2006年 2
月 
国内会議 
・佐藤 薫(招待講演),南極昭和基地の気象,日本気象学会,東京,2005年 5月 
・佐藤 薫(招待講演),大型大気レーダーによる中層大気力学の研究,地球惑星科学関連学会合同大会, 東
京, 2005年 5月  
・佐藤薫、堤雅基、佐藤亨、齊藤昭則、冨川喜弘、 山内恭、麻生武彦、江尻全機,南極昭和基地大型大
気レーダー計画（PANSY）の現状,地球電磁気・地球惑星圏学会 2005年秋学会、京都、2005年 9月 
・K. Sato, M.Tsutsumi, T.Aso, T.Yamanouchi and M.Ejiri,Middle atmosphere observation at Syowa 
Station in the Antarctic,CAWSESワークショップ, 名古屋、2005年 9月 
・佐藤薫、冨川喜弘、橋田元、門倉昭、中島英彰、杉田考史,地上および衛星観測に基づく南極オゾン層
回復過程の３次元構造の研究,日本気象学会 2005年秋季大会、2005年 10月 
・佐藤薫(招待講演),大気重力波と気象学との関わり,京都大学数理解析研究所共同研究集会 「非線形波
動の数理と応用」, 京都, 2005年 10月,(京都大学数理解析研究所講究録,1483, 90-99, 2006.) 
・佐藤薫、堤雅基、佐藤亨、斉藤昭則、冨川喜弘、麻生武彦、山内恭、江尻全機,南極昭和基地大型大気
レーダー計画（PANSY）の現状,第 28回極域気水圏シンポジウム、東京、2005年 11～12月 
・佐藤薫、冨川喜弘、橋田元、門倉昭、中島英彰、杉田考史,地上および衛星観測に基づく南極オゾン層












性の見られた 2003年 9月 26日イベントの解析結果について、IAGA（国際地球電磁気・超高層物理学
協会）において研究発表を行った。 
 2003年 5月 23‐24日のオーロラサブストームイベントについて、昭和基地、ドームふじ観測拠点に
おけるオーロラＴＶ及び地上磁場データ、POLAR 衛星の紫外オーロラ撮像装置データの解析を行い、
オーロラバルジ拡大の時間発展についての研究を行い、「極域宙空圏シンポジウム」にて発表した。 

















































 地球電磁気・地球惑星圏学会、電子情報通信学会、情報処理学会、American Geophysical Union, Union 


















































































南極地域観測隊越冬隊員として 2005年 11月末より国内を離れた。 
4. 学会活動および社会的活動 




④和田 誠 教授 
1. 専門分野：大気物理学、特に雲物理学 
2. 研究課題：極域大気中の水蒸気、雲降水および雲降水に関与するエアロゾルの研究 









5. 講演など  
 


































日本気象学会、日本エアロゾル学会、American Meteorological Society、American Geophysical Union 

















5. 講演など  
気象講演会「南極ドームふじの氷床深層掘削コアから知る過去数十万年の地球規模気候・環境変動」、
気象庁大会議室、2005年 6月 8日 
雪氷サロン「ドームふじ深層掘削最新レポート」学士会館、2006年 3月 17日 
 
⑧東 久美子 助教授 
1. 専門分野：雪氷学 
2. 研究課題：氷床ー気候系の変動機構の研究観測 








日本雪氷学会、International Glaciological Society、American Geophysical Union 





2. 研究課題：・ 高周波・マイクロ波領域を中心とした氷結晶の誘電特性の研究 
・ 不純物を含有する氷の電気特性と力学特性 
・ 雪氷圏電波リモートセンシング（特にＲＦレーダサウンディング技術） 







した氷結晶の誘電特性の研究 (2) 不純物を含有する氷の電気特性と力学特性 (3) 雪氷圏電波リモート
センシング（特にＲＦレーダサウンディング）技術とデータ応用研究 (4) 南極ドームふじ深層コアの解




（Geoscience and Remote Sensing Society）、日本物理学会 
5. 講演など  
学会発表（招待） Fujita, S., Electrical signal layering of ice sheet at Dome F, Antarctica, AOGS2005, 













日本海洋学会、日本雪氷学会、American Geophysical Union 





















































































1. 専門分野：測地学、固体地球物理学  
2. 研究課題：南極における測地・固体地球物理学に関する研究を行っている。グローバルネットワーク
としての昭和基地の各基準点の維持管理更新が、そのまま地球変動現象の把握と解明に直結している。

























ベントを視野に入れてテーマを設定する。SEM や EPMA の他、SHRIMP を使用した多角的な研究が
可能である。 
4. 学会活動および社会的活動 




































































































































Miura. H.: The timing difference of "the Last Glacial Maximum" between East Antarctic Ice Sheet 
and northern hemisphere ice sheets: geological evidence around the Lutzow-Holm Bay region. 
Workshop: "Cenozoic onshore and offshore stratigraphic record from the East Antarctic margin: 
recent results and future directions",  Spoleto, Italy, 2005年 9月 
 


























































































































月 27 日から 12 月 16 日までの 9 回にわたり採取したほか、「海洋大型動物モニタリング」として、基
地周辺のアデリーペンギン集団営巣地において 11 月半ばと 12月初めにそれぞれ 10地域でアデリーペ
ンギンの個体数、巣の数を計数した。 
4. 学会活動および社会的活動 




第 46 次南極地域観測隊越冬隊で昭和基地から各地の小中高校等と「南極教室」対応 40 回余（2005.2
～12） 
 


















⑥伊村 智 助教授 
1. 専門分野：植物繁殖生態学 











































































P1． 佐藤 夏雄 
研究課題： 南北両極からみたオーロラと電磁圏変動の研究 























2005 年 8 月～ 9 月の間、アイスランドにおいて共役点オーロラ観測を実施した。また、発光輝度分布
の定量的な比較を行うために、シーズン中自動連続観測出来る昭和基地と同規格の単色全天イメージャ
を新たに設置し観測を開始した。デ‐タ解析研究では、非常に良い共役性が見られた 2003 年 9 月 26 日
のデータ解析を進め、共役点の移動についての論文を GRL に発表した。良質の同時観測データが取得さ





2） MF 帯から HF 帯におけるオーロラ起源の電波観測 
東北大学との共同研究観測として、フッサフェルにおいて、新たに MF 帯から HF 帯におけるオーロラ起
源の電波観測のための広帯域偏波ループアンテナシステムを開発設置した。本システムは 2 面のアンテ
ナから構成され、オーロラ電波を広帯域のまま偏波観測でき、初めてのアイスランドにおけるオーロラ
電波観測システムとなった。初期解析結果では、磁気圏の活動度の高い日には Auroral Roar と考える
事のできる電波が受信されていた。 
2. SuperDARN レーダーを中心とした研究 
1）アイスランドにおける HF レーダーと可視オーロラとの比較観測研究 
電通大が中心となり、極地研と英国レスタ‐大学との共同観測として、 2005 年 11 月,アイスランドの
チョルネスにおいて ,可視オーロラの高時間分解能 TV 観測と同時に SuperDARN アイスランドレーダー




2）Polar Mesosphere Summer Echoes (PMSE)の季節変化・南北共役性研究 
PMSE は極域夏季中間圏 (高度 80-90km)に出現する特異なレーダーエコーである。近年、極域大型短波
レーダー観測網 (SuperDARN)によって、 PMSE と思われる近距離エコーが観測されはじめている。 
SuperDARN の近距離レンジ観測から PMSE を抽出するアルゴリズムを開発した。このアルゴリズムを、北
半球アイスランドレーダーと南半球昭和基地レーダーの 2 シーズン分の観測に適用し、 PMSE の活動度
に、南北半球差があることを示した。また、 PMSE 出現の長期変動を詳細に調べた結果、出現回数が年
とともに増加している傾向が見えてきた。日本が主導し、 2006 年 2 月に南極 SuperDARN による PMSE
キャンペーンを実施した。 PMSE は上部中間圏温度の低下と関係しており、中間圏寒冷化の研究に有用
である。   
3.南極点基地でのオーロラ撮像観測研究 2005 年 4 月から 9 月にかけて、南極点基地にてオーロラの











P2． 麻生 武彦 
研究課題：極域電磁気圏・中層・超高層大気の結合と変動に関する研究 




















●サブプロジェクト(1) 「EISCAT による熱圏・電離圏ダイナミックスの研究」 





・ EISCAT による電離圏・熱圏結合  2004 年 12 月に、北欧にて実施したデルタロケットキャン
ペーンから半日潮汐波の日々変動、中性温度と電子温度の EISCAT およびロケット観測値の比較を行っ
た。 また 2001 年 7 月の EISCATUHF・ESR レーダーデータから F 層イオン温度の緯度分布を磁気 LT の
関数として求め、見出された朝側の極冠帯低緯度側境界での大きな緯度傾度が、イオン対流の逆転領域
での中性気体との摩擦による加熱の作用とした。 
・ EISCAT と光学同時観測  2003 年 11 月 20 日の最大級の磁気嵐中に観測された EISCAT レーダ
ーによる上部電離圏電子密度異常増加とイオン温度上昇、イオン上昇流について、全天カメラ、DMSP 衛
星データ、SuperDARN プラズマ対流データなどを総合的に解析し、これらが大磁気嵐に伴う非常に強い
プラズマ対流により昼間側カスプ域から極冠域に流出・輸送された Ionization Patch であること、対
流電場増大に伴う摩擦加熱により温度上昇や上昇流が発生した可能性を示した。 
●サブプロジェクト(2) 「極域レーダーによる中層大気熱圏の力学的結合に関する研究」 
スバルバル流星レーダー（NSMR） 連続観測のデータや NTMR レーダーとの比較による緯度構造解析、
年々変動解析による大気潮汐波のクライマトロジー解明を行った。 





北極 SOUSY レーダー  北極スバルバルにおける対流圏界面、下部成層圏構造の観測・解析がなされ 2005
年 5 月の日諾セミナーで示された。昭和 MF レーダー（JARE） 昭和基地の MF レーダーに加え南極の
全８点のレーダーデータについて、共同で大気潮汐波の解析を行い、太陽同期および太陽非同期の季節
特性を明瞭に示し、共著論文とした。また MF レーダーによる流星エコー観測を初めて実用化し、従来
の MF レーダー観測の上限高度昭和 MF レーダー（JARE）昭和基地の MF レーダーに加え南極の全８点の
レーダーデータについて、共同で大気潮汐波の解析を行い、太陽同期および太陽非同期の季節特性を明
瞭に示し、共著論文とした。また MF レーダーによる流星エコー観測を初めて実用化し、従来の MF レー
ダー観測の上限高度約 90km を、120km 程度にまで引き上げその成果をまとめ論文とした。 
● サブプロジェクト(3) 「光学観測による中層大気熱圏ダイナミックスに関する研究」 
・ ALIS-Japan  10‐11 月に 8 月打ち上げのれいめい衛星と ALIS 地上多点、EISCAT のトモグラフィー
コンジャンクション撮像観測を試み、また一般化トモグラフィー解析手法の検討を進めた。 
・ オーロラ・スペクトログラフ ASG  ASG による酸素原子発光および酸素イオン輝線発光と、ＥＳＲ
の同時観測データの解析を継続して行った。 





・ OH 回転温度 オーロラ帯の直下にある南極昭和基地において OH 大気光観測を実施するため、可視か
ら近赤外の OH 振動回転帯でオーロラ発光の重なりが最も少ない領域を探るために、大気光観測に適する
明るい分光器を製作した。 




● サブプロジェクト(5) 「バルーンによる成層圏観測」  




P3．  山内 恭 
研究課題：極域大気̶海洋̶雪氷圏における物質循環の解明 

















・ 第 V 期「南極大気・物質循環観測」（38 次~42 次；1997 年~2001 年越冬）：38 次でのドームふじ観
測拠点での越冬集中大気観測、38 次、41 次での航空機大気観測、39 次夏の回収気球観測、42 次での
リモートセンシング観測など。 第 VI 期「南極域における地球規模大気変化観測」（43 次~47 次；
2002 年~2006 年越冬）：43 次~45 次の成層圏観測（43 次大気重力波ゾンデ集中観測、44 次オゾン集
中観測、45 次夏回収気球観測）、45 次~47 次エアロゾル集中観測（45 次極微小エアロゾル観測、46
次係留気球観測、ラドン観測、47 次雲相互作用ライダー観測等）、雪氷面・雲・エアロゾル・放射時
空間変動観測（43，44 次雪氷面反射・放射観測、43 次~リモートセンシング観測、BSRN 放射収支観
測）、新しい観測システムの構築（無人航空機開発、JT クーラによる大気採取小型気球の開発）。 
・ 専用観測船による観測（43，44、46 次；2002、2003、2005 年）：43 次、44 次夏におけるタンガロア、
白鳳丸（44 次は海鷹丸）による東経 140 度線域での海洋̶大気観測（CO2, エアロゾル）、46 次夏にお
ける海鷹丸による昭和沖海洋̶大気観測（CO2, エアロゾル）。 
・ 大気微量成分モニタリング（38 次~：1996 年~）：しらせ船上および昭和基地における温室効果気




マイクロ波放射計測定（2 項、2004 年終了）。 
・ 航空機集中観測（1998，2000、2002、2004 年）：1998 年北極海横断航空機大気観測（AAMP98）に続
き、科研費特定領域研究「北極対流圏・成層圏物質の変動と気候影響」の下 2000、2004 年ドイツ航空
機（AWI Polar 4, 2）による日独共同 ASTAR（Arctic Study of Tropospheric Aerosol and Radiation）
観測、2002 年日本航空機（G-II）による日独共同 AAMP02 北極海横断航空機大気観測。 
・ 成層圏大気採取試料（回収気球による）から、各種温室効果気体、SF6, H2, O2/N2 比および各同位体






















P4． 藤井 理行（平成１６年４月～平成１７年９月）、本山 秀明（平成１７年１０月～） 
研究課題： 氷床コアによる氷期サイクルの気候・環境変動の研究 










（２）過去 72 万年の気候・環境変動の学際的解明 ドームふじ深層掘削及び採取した 3035m 氷床コアの
解析 
地球気候システム変動との相互作用研究→地球磁場変動、太陽活動、生物活動、陸海域変動、氷床変動
etc アイスコア微生物研究→微生物進化（DNA 解析）、微生物環境変化、新微生物 
研究実績： 








（３）気候・環境イベントの検討 ドームふじ浅層コアを用いて宇宙線生成核種である 10Be などの解析
を行い、氷コアに残っている変動が太陽活動の歴史を記録していることを明らかにした。また分析に必
要なサンプル量が従来は 200g と大きかったが、これを 10g 以下で分析しても大きなトレンドは再現でき
た。限られた資源であるドームコアを使うときの問題であった時間分解能について見通しがついた。  
（４）ドームふじ氷床深層コア掘削、コア現場処理と掘削孔検層の実施 
第二期ドームふじ氷床深層掘削計画として進めていた深層掘削であるが、第 47 次及び第 46 次南極観測
隊と共同で、3029m までの深層掘削に成功した。コア現場処理もブリットルゾーンの一部を残して終了
した。深層掘削孔の検層は深度 10 ヶ所について実施した。  




P5． 牛尾 収輝 
研究課題：南大洋インド洋区の海洋海氷変動機構の解明 


































P6． 渋谷 和雄 
研究課題：南極氷床・南大洋変動史の復元と地球環境変動システムの解明 
研究期間：平成 16～21 年度 
所内共同研究者：森脇喜一・土井浩一郎・野木義史・船木實・三浦英樹・岩崎正吾・Martine Amalvict 
人数：35 名 
経費：6,500 千円  
研究目的：測地学、第四紀地形学、古地磁気学の３グループにより 10 万年前から数十年後の近未来に
かけての地球環境変動に果たす、南大洋・南極域の役割を解明することが本研究の目的である。それぞ
れの持つ時間スケールの特徴を生かし、以下の３つのグループにより研究を行う。 測地グループ： VLBI, 







研究実績： 測地グループ：VLBI, GPS, DORISによるPGRはそれぞれ、4.6±2.2, 2.3±0.3, 3.6±0.2 mm/yr
と見積もられた。昭和基地測地基準点の点の記を出版した。一方 AG 変化は-0.3±0.43 μGal/yr である。
これら結果の consistency の解釈を試みている。10 年間の SG 記録の archive を出版し、0.1%精度の潮
汐定数を決定した。 
地形グループ：宗谷海岸から採取した貝化石を段階的に融解して不純物を除去したあとの放射性炭素年






ラー採取システムを開発し、第 47 次南極観測に持ち込んだ。 古地磁気グループ：南極ウイルクスラン
ド沖の深海底堆積物は中緯度地域の堆積物より１桁大きな自然残留磁気を持っている。この特異の堆積
物の磁気的性質を詳細に調べるため、超伝導磁力計のサンプルトレーを改良し、E-09Am^2 の残留磁気が
測定できるようにした。また、JARE46 で採集された湖底堆積物の磁性鉱物を放射光による単色 X 線で分
析するための研究を開始した。 
 
P7． 本吉 洋一 
研究課題：南極から見たゴンドワナの形成と分裂の研究 





































 本プロジェクトに関連する南極観測として、第 47 次南極地域観測では日独共同航空機観測を行い（野
木、北田（神戸大：研究協力者））、昭和基地周辺の大陸域および海洋域で、広範囲の地磁気、重力およ
び氷床レーダーのデータを得た。さらに、第 47 次ではリュツォ・ホルム湾沖の 2 点で、海底下の電気伝
導度構造を推定するため、海底電位磁力計観測を行った。 








P8． 小島 秀康 
研究課題：惑星進化過程および太陽系形成史の解明 




























9）微量分析にもちいる標準ガラス中の U, Th, Pb 同位体分析をおこない、評価した。論文を投稿し、受
理、掲載された。 
10）680 個の南極隕石を新たに分類し、母天体表層で角礫化を受けた多くの隕石を見い出した。 
11）Yamato 00 隕石中に３個の火星隕石のシャーゴッタイトを見いだし、Meteorite Newsletter で公表
した。 
 
P9． 小達 恒夫 
研究課題：海氷変動と生物生産変動に関する研究 
研究期間：平成 16～21 年度 

















の試料分析および JARE-43 において採集された NORPAC ネット試料を同定・計数した。また、CPR データ















P10. 福地 光男 
研究課題：時系列観測による南極海の生物生産過程と地球温暖化ガス生成過程の研究 


















 JARE-46, 47 シーズンの「海鷹丸」航海は、昭和基地沖のリュツォ・ホルム湾沖合で実施されたもの
であり、昭和基地との同時観測を行った。温暖化ガス成分に関しては、第 45 次、46 次越冬隊の観測結
果と比較する事により、海洋生物起源のガス成分の動態について解析を行っている。 
 
P12． 岡田 雅樹 
研究課題：極域複合システムのモデリング・シミュレーション研究 

































E1． 佐藤 薫（平成 17 年 9 月まで）堤 雅基（平成 17 年 10 月より） 
研究課題：南極大型大気レーダーの開発とこれを用いた極域大気科学の可能性 
















いて派遣された 47 次夏隊員の現地調査の結果を受けながら、レーダー設置工法の検討を国内で進めた。 
  -前年度までの送信機単体（基板ベース）での開発結果をもとに、アレイレーダー化に向けた送受信
機モジュールの検討を行った。 
  -上記の送受信モジュールをベースにしたパイロットレーダーシステムの基本設計を開始した 
  -支線を使わずに最大風速 65ｍ/ｓに耐えるアルミ合金性軽量アンテナの開発を行った 
  -昨年度まで及び今年度の昭和基地現地での調査結果を受け、砂利地に覆われた岩盤地でのアンテナ







E2． 牛尾 収輝 
研究課題：氷海域における自律航行型海中ロボット（AUV）の改良開発と運用手法の研究 
研究期間：平成 16～18 年度 
研究共同研究者：福地光男・渡邉研太郎・野木義史・三浦英樹 
人数：3 名 
























要求に応えられる万能型の AUV よりは，比較的小型の単機能 AUV の開発に重点をおくことが方針として
明確にされた。 
 
E3． 外田 智千 
研究課題：岩石・隕石中の微小領域の微量・希土類元素分析法の開発 






























E4． 船木 實 
研究課題：南極観測用自律型無人航空機 Ant-Plane の開発研究 
研究期間：平成 16～18 年度 
所内共同研究者：森脇喜一・野木義史・平沢尚彦・石沢賢二 
人数：8 名  
経費：6,300 千円 
研究目的：本研究は南極の夏期間、沿岸地域で空中磁場探査、気象観測、航空写真観測等に使用する小
型自動操縦無人飛行機（Unmanned Aerial Vehicle : UAV）（通称： Antarctic Plane : Ant-Plane）の
開発と Ant-Plane に搭載する磁力計、気象観測装置、それに画像撮影装置の開発を目的とする。使用目
的、飛行速度、それに飛行距離を基準に、以下の４種の Ant-Plane を開発し、磁力計、気象観測装置、
画像撮影装置を搭載し、飛行実験を行う。１．長距離機 ４サイクルガソリンエンジン 700-1000km ２．
中距離機 ４サイクルガソリンエンジン 350-500km ３．中距離機 電動機 250-400km ４．近距離機 電動
機、ガソリンエンジン機 90-150km 
研究実績： 本年度の研究は、以下に示すように概ね当初の計画通り遂行した。 
1. UAV の開発：本年度は下記の機体の製作と自動飛行装置を搭載した飛行実験を行った。 
 1)長距離機 ４サイクルガソリンエンジン 700-1000km（フジインバック社） 
2)中距離機 ４サイクルディーゼルエンジン 250-400km (極地研) 
3)近距離機 4 サイクルガソリンエンジン 150km (九州大学) 
4)近距離機 電動機  30km (極地研) 










西オーストラリアで 500km の連続飛行と、空中磁場探査、気象観測、それに航空写真撮影に成功した。 




E7． 神山 孝吉 
研究課題：大型航空機の雪上滑走路造成に伴う圧雪手法の検討 





















②実験場の端には GPS 基準局が設けられ、GPS センサーを搭載圧雪用ブルドーザーの位置が相対測位
で精密に測られ、同一地点を何回転圧したかが記録された。このシステムにより，雪面が必要転圧
回数に達したかの管理が可能になることが確認された。 
２．第 46 次南極地域観測隊が実施した氷床上での雪上滑走路造成実験の支援を行った。 
 
E8． 田口 真  
研究課題：極域気球搭載望遠鏡による惑星観測 





















加することで CMG のジンバル角をほぼ 0°付近に戻すことができ、目標とする約 0.2°の精度でゴンド











G1． 田口 真 
研究課題：探査機による金星大気ダイナミクスの研究 

























G3． 牛尾 収輝 
研究課題：南極昭和基地周辺の海氷データベース化 



















トは平成 17 年度で終了する 
 
G4． 伊藤 一 
研究課題：スバールバル諸島氷河の経年変化の追尾 

















速さに見られる 2 種のモードなどを検知した。 
研究の展開 当該研究プロジェクトは本年度で終了するが、ホーンスンに流れ込む氷河を主対象として、
平成 17 年度に取得した資料の解析を続ける。 
 
G5． 福地 光男 
研究課題：南極魚類図録作成 












G6． 内田 雅己 
研究課題：極域陸上生態系の形成過程に関する研究 












研究実績：2005 年 7 月上旬から 8 月上旬の約１ヶ月間、氷河後退域におけるコケ植物および菌類の繁殖
体の飛来状況を明らかにするために、繁殖体トラップを氷河末端域付近の３ヶ所に設置した。設置期間





の合計３種類のみだった。蘚類はオオハリガネゴケ Bryum pseudotriquetrum とススキゴケの１種
Dicranella sp.と同定され、量的にはオオハリガネゴケが多く定着していた。繁殖体トラップに捕捉さ
れた繁殖体を培養して出現した原糸体や原糸体から出芽したシュートは、形態から種の同定が困難だっ




同性検索を行っており、これまでに子嚢菌門の Helotiales 目の菌類が多数検出された。 
 
G8． 福地 光男  
研究課題：JARE 南極医学研究‐昭和基地医療データ解析とドーム高地医学解析について 
















を G8 設立の目的としました。 
研究実績：目的の①～⑥に対応して下にまとめた。 
①越冬隊医師の医学医療研究の支援、立案、国内関連施設との連携推進などをコーディネートした。 
2005 年：46 次で食事分析について神戸女子短期大学との連携を支援した。韓国との食事比較を支援した。 
②帰国後のまとめ作業を支援した。 









2005 年 8 月 南極医学医療研究集会 23 施設 40 名 16 演題 
⑥国際的には「日本」の存在をアピールするため、下記の活動を実施した。 
SCAR、COMNAP の関連部会に極地研と協議の上代表を送り、日本からの報告を行った。 
2005 年：3 月のテキサスでのワークショップに参加しレジオネラ関連の演題を発表した。 
7 月ブルガリアでの HB&MEG 会議 2 名参加 
定期的に会議に参加するようになったことから日本への評価が高まり 





番号 研究代表者 研究課題 期間
P1 佐 藤 夏 雄 南北両極域から見たオーロラと電磁圏変動の研究 平成16～21年度（6年間）
P2 麻 生 武 彦 極域電磁気圏-中層・超高層大気の結合と変動に関する研究 平成16～21年度（6年間）
P3 山 内 恭 極域大気-海洋-雪氷圏における物質循環の解明 平成16～21年度（6年間）
P4 本 山 秀 明 氷床コアによる氷期サイクルの気候・環境変動の研究 平成16～21年度（6年間）
P5 牛 尾 収 輝 南大洋インド洋区の海洋海氷変動機構の解明 平成16～21年度（6年間）
P6 澁 谷 和 雄 南極氷床・南大洋変動史の復元と地球環境変動システムの解明 平成16～21年度（6年間）
P7 本 吉 洋 一 南極から見たゴンドワナの形成と分裂の研究 平成16～21年度（6年間）
P8 小 島 秀 康 惑星進化過程および太陽系形成史の解明 平成16～21年度（6年間）
P9 小 達 恒 夫 海氷変動と生物生産変動に関する研究 平成16～21年度（6年間）
P10 福 地 光 男 時系列観測による南極海の生物生産過程と地球温暖化ガス生成過程の研究 平成16～21年度（6年間）
P11 神 田 啓 史 極限環境の生物多様性に関する研究 平成16～19年度（4年間）
P12 岡 田 雅 樹 極域複合システムのモデリング・シミュレーション研究 平成16～20年度（5年間）
E1 堤 雅 基 南極大型大気レーダーの開発とこれを用いた極域大気科学の可能性 平成16～18年度（3年間）
E2 牛 尾 収 輝 氷海域における自律航行型海中ロボット（AUV)の改良開発と運用手法の研究 平成16～18年度（3年間）
E3 外 田 智 千 岩石・隕石中の微小領域の微量・希土類元素分析法の開発 平成16～18年度（3年間）
E4 船 木 實 南極観測用自律型無人航空機Ant-Planeの開発計画 平成16～18年度（3年間）
E7 神 山 孝 吉 大型航空機の雪上滑走路造成に伴う圧雪手法の検討 平成16～18年度（3年間）
E8 田 口 真 極域気球搭載望遠鏡による惑星観測 平成16～18年度（3年間）
G1 田 口 真 探査機による金星大気ダイナミクスの研究 平成16～18年度（3年間）
G3 牛 尾 収 輝 南極昭和基地周辺域の海氷データーベース化 平成16～1７年度（2年間）
G4 伊 藤 一 スバールバル諸島氷河の経年変化の追尾 平成16～17年度（2年間）
G5 福 地 光 男 南極魚類図録作成 平成17～18年度（2年間）
G6 内 田 雅 己 極域陸上生態系の形成過程に関する研究 平成16～18年度（3年間）
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μmolm⁻²d ⁻¹および 0.6μmolm⁻²d⁻¹で DMSを生成しうることが明らかになった。この生成速度が南極海
を全海洋の中でも DMS 濃度の高い海域にしていると示唆された。この成果は、国際誌である「Ocean 
and Polar Research」に発表した。 
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研究目的： 


















４． H16年度に製作した機体（Ant-Plane4号機）を H18年 3月に西オーストラリア州の Kalgoorlie
北方の砂漠に持ち込み、500㎞の連続飛行実験を行い、予定通りの長距離飛行が可能であることを実証
した。しかし、飛行中 10m/s前後の風が吹いていたため、磁場データは所定の精度が出なかった。 
５． Ant-Plane4号機を 5700mまでの上昇させ、高高度飛行の可能性を明らかにした。 
６． Ant-Plane7号機（ディーゼルエンジン機）は飛行実験中に強風のため墜落破損した。 
７． International Association of Geomagnetism and Aeronomy (Toulouse,France)や International 
Symposium on Airborne Geophysics 2006（AIST Tsukuba Center）や国内の学会等で 6講演を行
った。 
８． 当初小型フラックスゲート磁力計を開発するため、ブラジル国立観測所から研究者 1 名を招聘
する予定だったが、開発が遅れたため、招聘を H18年度に変更した。 
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そこで、極域から単離した 3 種の珪藻培養株をそれぞれ塩分濃度の異なる 4 種の培養海水で培養した。
その結果、Navicula sp.および Thalassionsira sp. 
の成長速度は、塩分濃度 21.8 から 35.2の範囲で変化しなかった。それに対し、Haslea sp.の成長速
度は、より低い塩分濃度において速かった。培養期間を通じて、Thalassionsira sp. 
は細胞内のに DMSPを生成しなかった。Navicula sp.は塩分 21.8において全く DMSPを生成しなか
ったが、その他の塩分濃度においては DMSPを生成した。Haslea sp.および Navicula sp.の DMSP含
有量は、塩分濃度が低いときよりも高いときに高かった。ここから、Haslea sp.および Navicula sp.は
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は、11.3～22.8となる。B-3池と同様に TOC濃度が高い層は TOC/TN比が小さく、逆に TOC濃度が
低い層は TOC/TN比が大きく、シアノバクテリアの繁殖がこれらの値を支配しているものと思われる。 
さらに、すりばち池の水深 5mおよび 11mで採取した湖水試料から微生物コミュニティーDNAを抽










所内研究分担者：藤井理行 神山孝吉 藤田秀二 古川晶雄 橋田 元 森本真司 東久美子  
所外分担者人数：7名 
経費： 直接経費 2,400,000 

































所内研究分担者：藤井理行 本山秀明 藤田秀二 
所外分担者人数：1名 
経費： 直接経費 1,300,000 




































所内研究分担者：土井浩一郎 野木義史 森脇喜一 
所外分担者人数：4名 
経費： 直接経費 2,600,000 
 間接経費 0 
研究目的： 




















隆起速度がそれぞれ 4.6±2.2㎜/yr，4.5±0.7㎜/yrと求められ(Fukuzaki et al.,2005)、昭和基地の値は
GPSによる沿岸露岩域の結果より若干大きく（Ohzono et al., 2006;Earth Planets Space in press）、結
果の違いの検討が必要なこと、絶対重力測定による 10 年間の重力減少は-0.27μGal/yr で、VIBI/GPS
隆起とセンスは調和していて（Fukuda et al., IAG Symposia,129, 280-285, 2005）kinematicsによる
結果との比較が可能になったこと、などが上げられる。一方、（2）も大きな進展が見られた。(66°51’ 
S,37°49’E, 水深 4600ｍ)の OBP地点に 2台の海底圧力計を設置し、1台は 2005年 2月に回収され
たが、残置されていたもう１台も 2006 年 2 月に回収し 14 ヶ月間という長期データが得られた。予備









所内研究分担者：藤井理行 古川晶雄 本山秀明 
所外分担者人数：‐ 
経費： 直接経費 2,900,000 








































所内研究分担者：江尻全機 麻生武彦 宮岡 宏 門倉 昭 田口 真 行松 彰 岡田雅樹 堤 雅基 海老
原祐輔 
所外分担者人数：7名 
経費： 直接経費 3,800,000 









































経費： 直接経費 1,100,000 



























せ」が同一海域のおいて観測を実施しており、植物プランクトンと DMS 及び DMSP の動態を時系列
的に解析した。これらの成果の一部は、国際学術雑誌の特集号として発表予定である。 




所内研究分担者：江尻全機 山岸久雄 宮岡 宏 門倉 昭 田口 真 岡田雅樹 海老原祐輔 
所外分担者人数：3名 
経費： 直接経費 3,200,000 
















今年度は、2005 年 8 月 24 日～9 月 14 日の間、アイスランドにおいて観測を実施し、昭和基地との
間の同時観測データを取得した。また、発光輝度分布の定量的な比較を行うために、シーズン中自動連
続観測出来る昭和基地と同規格の単色全天イメージャを新たに設置し観測を開始した。データ解析研究
では、非常に良い共役性が見られた 2003 年 9 月 26 日のデータ解析を進め、共役点の移動についての
論文を GRL に発表すると共に、国内外の学会・集会において発表を行った。良質の同時観測データが







では、磁気圏の活動度の高い日には Auroral Roarと考える事のできる電波が受信されていた。 







経費： 直接経費 600,000 
















（最長で約 75km）、湾奥部に達する広域の海氷流出は発生しなかった。一方、1980 年から 2004 年ま



















経費： 直接経費 600,000 





















and Planetary Science 誌に発表した。 






経費： 直接経費 900,000 
 間接経費 0 
研究目的： 




















２）夏季中間圏レーダーエコー（Polar Mesosphere Summer Echoes: PMSE）の汎地球的分布 
SuperDARNの近距離レンジ観測から PMSEを抽出するアルゴリズムを開発した。南北半球 15基の
レーダーによる観測データから PMSE 発生頻度の緯度分布を導出した結果、南北半球差が存在するこ










経費： 直接経費 1,500,000 
































経費： 直接経費 2,400,000 
 間接経費 0 
研究目的: 
大気中の O₂濃度の変動は CO₂濃度と密接に関係しており、生物圏によって CO₂が吸収・放出されると
きに O₂は放出・吸収され、また、化石燃料燃焼による CO₂放出は O₂の消費を伴う。一方、大気中 CO₂
































経費： 直接経費 2,200,000 































アップリンクはシリアルコマンド 1系統と PCリセット用の接点コマンド 2系統を用意する。ダウン
リンクはシリアル 1系統で各種ステータスを、アナログビデオ 2系統でモニター用映像データを降ろす。
ビデオデータはオンボードでデジタル記録される。 






経費： 直接経費 1,800,000 

































経費： 直接経費 1,400,000 









































経費： 直接経費 2,900,000 






































経費： 直接経費 500,000 

























本研究で開発した機体と飛行実験の結果は 2006 年 1 月に行われた International Symposium on 
Airborne Geophysics 2006で報告した。 







経費： 直接経費 2,000,000 











(Kato et al．2006など)またカツオドリ類の飛翔パターンと採餌行動を明らかにした。(Weimerskirch 
















経費： 直接経費 1,200,000 





月高地の岩石 Yamato-86032(Y86032)隕石は、放射年代(Sm-Nd)が約 44 億年と非常に古く、年代学
的に原初の状態を保っている数少ない月試料の一つである。この隕石は、月隕石としては非常に大きな
もの（650g）で、マクロ的な組織を観察するのに非常に適した試料で、熱衝撃史をより詳しく知ること


















は、国際誌（Ymaguchi et al. 2006）や国際隕石学会において公表された。 











経費： 直接経費 700,000 





































経費： 直接経費 1,500,000 

































経費： 直接経費 5,000,000 
 間接経費 0 
研究目的： 
国立極地研所では、日本南極地域観測事業の一環として、南極・昭和基地への往復航路に沿って動物・













南極海プランクトンデータベース（Database on Antarctic Plankton Samples（略称：Dbase-Antarct 
Plank）） 
H17年度入力容量： レコード数（365件） データ容量（35MB)  
webで公開の URL： http://polaris.nipr.ac.jp/~caem/en/biosphere" 






経費： 直接経費 5,600,000 












極地生物多様性画像データベース（Database of Polar Plant Diversity（略称：PPD-DB）） 
H17年度入力容量： レコード数（1000件） データ容量（100MB)  
webで公開の URL： http://antmoss.nipr.ac.jp/database.html" 







経費： 直接経費 1,100,000 

































経費： 直接経費 1,100,000 





























   





経費： 直接経費 1,100,000 








































経費： 直接経費 1,100,000 















作成を行った。南極に到着後、平成 18 年 1 月から昭和基地にて多波長ミー散乱ライダーの組立作業を
行った。輸送時の観測機材の破損もあり修理・調整に時間を要したが、3 月末にはすべての機器の設置
が完了し、本格的な観測を開始した。 




高度分布に関する情報を得るため、5 月から 8 月までの極夜期に、ラマン散乱光を用いた水蒸気ラマ
ンライダー観測も行う予定である。 






経費： 直接経費 1,100,000 





































経費： 直接経費 600,000 























*D.J.Dunkley: Timing zircon growth in migmatites from the Pan-African Lützow-Holm Complex 
of east Antarctica (poster). Structure,Tectonics and Ore Mineralization Processes. James Cook 
University, Townsville Australia, August-September 2005 
* D.J.Dunkley, Y.Motoyoshi, C.J.Carson, T.Hokada & K.Shiraishi: In-situ SHRIMP dating of 
zircon in migmatite: resolving the Pan-African development of the Lützow-Holm Complex east 



























































代表 藤井 理行 ・教授   北海道大学低温科
学研究所 
分担 神山 孝吉 ・教授   
    本山 秀明 ・助教授   
    東 久美子 ・助教授   
    藤田 秀二 ・助教授   



























  山岸 久雄 ・教授 あけぼのプロジェクト   
    宮岡 宏 ・助教授     





    佐藤 薫 ・助教授 大気球観測プロジェクト   
    門倉 昭 ・助教授 
あけぼのプロジェク・ＧＥＯ
ＴＡＩＬプロジェクト              
  
    岡田 雅樹 ・助手 
BepiColombo プロジェクト・
INDEX プロジェクト            
  
    堤 雅基 ・助手 
PLANT-C プロジェクト・大気
球観測プロジェクト      
  
    菊池 雅行 ・助手 
あけぼのプロジェクト・ＳＥ
ＬＥＮＥプロジェクト      
  
    
海老原 祐
輔 
・助手 BepiColombo プロジェクト   
     荒井 朋子 
・プロジェ
クト研究員 
SELENE プロジェクト   
代表 田口 真 ・助教授   京都大学生存圏研
究所 
分担 堤 雅基 ・助手 
ＭＴＩ小型衛星による大気
圏・宇宙圏観測ワークショッ
プ   
  代表 堤 雅基 ・助手   
























員  数 ／ 機  関  数 
年   度 採択件数 
総  数 国立大学等 公私立大学 その他 
平成元年度 122 475／136 264／47 66／33 145／56 
2 117 487／142 285／47 71／36 131／59 
3 113 527／164 292／49 67／34 168／81 
4 106 543／160 299／49 68／37 176／74 
5 104 516／168 272／48 74／41 170／79 
6 101 498／156 273／46 74／40 151／70 
7 104 522／158 290／46 81／42 151／70 
8 107 589／149 342／48 85／42 162／59 
9 102 510／138 313／49 78／42 119／47 
10 108 542／157 336／64 89／51 117／42 
11 104 509／146 325／63 89／51 95／32 
12 110 540／151 351／65 96／54 93／32 
13 107 558／101 351／69 97／24 110／8 
14 106 399／122 282／64 62／39 55／19 
15 111 566／157 357／63 97／51 112／43 
16 103 375／115 235／58 75／38 65／19 
17 99 310／108 224／52 69／38 56／20 
10.一般共同研究
平成17年度一般共同研究計画一覧
分野 研究代表者 所  属  ･  職 研　　　究　　　課　　　題 期 間
宙空圏 早川　正士 電気通信大学・教授 上層雷放電とELF放射・電離層擾乱 15～１７





































利根川　豊 東海大学工学部航空宇宙科学科・教授 磁気圏・電離圏同時観測によるULF波動の研究 16～18





































若土　正暁 北海道大学低温科学研究所・教授 南大洋における海氷消長と海洋循環の研究 15~17
鈴木　啓助 信州大学理学部・教授 極域における降雪およびエアロゾルの化学特性の研究 15~17




成瀬　廉二 北海道大学低温科学研究所・助教授 極地雪氷域における堆積・削剥過程の研究 15~17
高橋　弘 東北大学大学院環境科学研究科・教授 次世代型氷床内部探査システムの基礎研究 15~17






















黒瀬　雅詞 群馬工業高等専門学校機械工学科・助教授 氷結物体の現有応力・ひずみの測定方法に関する研究 16～18







猪原　哲 佐賀大学理工学部・講師 ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾜｰによる砕氷に関する研究 17～19




















松岡　憲和 筑波大学生命環境科学研究科・教授 極域および高山域における周氷河環境変動 15~17




















中村　智樹 九州大学大学院理学研究院・助教授 南極宇宙塵の物質科学 16～18
藤巻　宏和 東北大学大学院理学研究科・教授 南極隕石中に含まれる白金属元素の分布について 16～18
木村　眞 茨城大学理学部・教授 非平衡普通ｺﾝﾄﾞﾗｲﾄの岩石鉱物学的研究 １７～19


























綿貫　豊 北海道大学大学院水産科学研究科・助教授 潜水性海鳥の浮力に対する推力調節 15~17
末田　達彦 愛媛大学農学部・教授 加速度記録計によるイヌの行動解析 15~17














菓子野　康浩 兵庫県立大学理学部・助手 極域藻類の光合成機構の生理生化学的解析 16～18





























極地工学 柴田　明穂 神戸大学大学院国際協力研究科・教授 南極条約事務局設立に伴う法的・組織的諸課題の研究 15~17
半貫　敏夫 日本大学理工学部・教授 昭和基地建物基礎工法の再検討 15~17
















































































































































































































































































































































































































































Responses of marine 
ecosystems to climate 
and anthropogenic 

















































































































































































































大気微量成分観測に関しては，先ず，第 45次隊および第 46次隊の持ち帰り資試料 
については、採取サンプルの国内外共同研究グループへの配布，持ち帰り標準ガ 





 第 4４次越冬隊が取得した ERS-2 SARデータについて処理を行なった。過去の SARデータについ
て，国内共同研究者の要望を取りまとめた上，NASDA/EORCへ処理要求を行ない，JERS/ERS につ













設備名称 設置年度 規格 用途 
蛍光 X 線分析装置 H5 理学電機製 RIX3000 岩石鉱物粉末試料の定性・定量
化学分析 
粉末 X 線解析装置 S60 理学電機製 RADⅢ 岩石鉱物粉末試料の定性分析 
試料処理室 H10 ボールミル他 粉末試料調整。鉱物分離 
石工室 S54 岩石一次切断機、 
ジョークラッシャ他 
岩石試料の切断、試料調整 







 第 45次越冬隊が昭和基地で受信し持ち帰った SeaWiFSデータ，第 46次夏隊がしらせ船上において
取得した海洋生物観測データ（表面海水モニタリンデータ，クロロフィル a 濃度，NORPAC ネットサ
ンプル，海水サンプル，および CPR サンプル）を処理した。SeaWiFS データについては NASA との
























 (1) 植物標本 
 極地より得られた植物標本，並びに比較標本としてその周辺域から収集された顕花植物，隠花植物の
乾燥標本，液浸標本は約 40,000点であり，生物資料室に収蔵されている。 
 (2) 動物標本 
 極地より得られた動物標本は利用に供される剥製標本，液浸標本，乾燥標本は，約 2500 点であり，
生物資料室に収蔵されている。 
 (3) データベースの構築 
  a．蘚苔類標本データベース 
 極地及びその周辺域から得られた標本は約 30,000件,分類別,地域別で整理され,検索が可能である。 
  b．極域地衣類標本データベース 
 極地及から得られた標本は約 5,000件,分類別,地域別で整理され,検索が可能である。 
  c．極域生物標本データベース 
 極地及びその周辺域から得られた展示標本，蘚苔類，地衣類，羊歯類，藻類，種子植物及び動物を含
む全標本は約 50,000件，分類別，地域別で整理され，検索が可能である。 
  d．極域冷凍標本データベース 
 極地及びその周辺域から得られた植物（蘚苔類，地衣類，藻類，藍藻類等）は約 2,800 件，分類別，
地域別で整理され，検索により，生試料の利用が可能である。 
  e．動物標本画像データベース 
 南極から得られた代表的な液浸標本，乾燥標本が約 2,500点，全写真，記載による画像データベース
として管理され，一部インターネット上で公開し，利用が可能である。 
  f．生物スライドデータベース 
 数万点件のスライドが保存されており、順次、デジタル化を進めている。 




 Catalog of Moss Specimens from Antarctic and Adjacent Regions（1987） 
 極域冷凍植物資料カタログ（1992） 
 JARE DATA REPORTS（Marine Biology 1－29, 1981－2000） 
 (5) インターネット公開状況 
極域資源研究センターデータべースの一環として公開中である。 
  World Bryophyte Database（World Herbaria-NIPR） 
  http : //antmoss.nipr.ac.jp/bsdb.htm 
  昭和基地周辺蘚苔類画像データベース（Antarctic mosses） 
  http : //antmoss.nipr.ac.jp/ham/index＿j.html 
  極域動物標本画像データベース 
  http : //antmoss.nipr.ac.jp/aspr/hyohon/index＿j.html 





































ほ哺乳類                7 
鳥類                 44 
魚類    593 
甲殻類  162 
軟体動物  140 
その他              1,574 




①平成 17年 4月 15日～4月 18日 
国立極地研究に貸出 
アデリーペンギンの剥製等動物標本 11点、蘚苔類植物標本 2点 
②平成 17年 6月２１日～9月 22日 
千葉県立中央博物館に貸出 
ボウズハゲギス等動物標本 13点、蘚苔類地衣類植物標本 2点、写真パネル 1点 
③平成 17年 6月２８日～７月４日 
自衛隊山梨地方連絡部に貸出 
アデリーペンギンの剥製等動物標本 4点  
④平成 17年 7月 5日～9月 28日 
ミュージアムパーク茨城自然博物館に貸出 
アデリーペンギンの剥製等動物標本 15点、蘚苔類地衣類植物標本 8点 
⑤平成 17年 7月 19日～8月 2日 
ブリティッシュ・カウンシルに貸出 
コウテイペンギンの剥製等動物標本 3点  
⑥（財）名古屋港みなと振興財団に貸出 
アデリーペンギンの剥製等動物標本 29点、蘚苔類地衣類植物標本 3点 
⑦平成 17年 10月 7日～11月 1日 
国立極地研究所に貸出 
ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 5点 
⑧平成１7年 10月 14日 
国立遺伝学研究所に寄贈 
冷凍標本 12点 
⑨平成 17年 10月 26日～ 
秋田大学に同定の為に貸出 
冷凍標本 6点 
⑩平成 17年 11月 11日～11月 14日 
国立極地研究所に貸出 
ナンキョクオキアミ動物標本 1点 
⑪平成 17年 11月 21日～１１月 28日 
社団法人に貸出 
アデリーペンギンの剥製等動物標本 4点 
⑫平成 17年 11月 30日～平成 18年 3月 6日 
碧南海浜水族館に貸出 
アデリーペンギンの剥製動物標本 18点 
⑬平成 17年 12月 7日～12月 12日 
国立極地研究所に貸出 
ナンキョクオキアミ等動物標本２点 
⑭平成 17年 12月 22日～平成 18年 1月 10日 
阪神電気鉄道（株）に貸出 
ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 6点 
⑮平成 17年 12月 27日 
岡山理科大学蒜山研究所より受入れ 
植物標本 3点 
⑯平成 18年 1月 12日 
国立遺伝学研究所に貸出 
冷凍標本 11点 
⑰平成 18年 2月 1日～5月 9日 
アクアワールド茨城県大洗水族館に貸出 
ウェッデルアザラシの剥製等動物標本 8点 
⑱平成 18年 2月１7日～2月 20日 
国立極地研究所に貸出 
ワラジムシ等動物標本 2点 
⑲平成 18年 3月 8日～3月 9日 
国立極地研究所 智に貸出 
ワラジムシ等動物標本 2点 
⑳平成 18年 3月 10日 
国立遺伝学研究所に寄贈 
冷凍標本７点 






















  1） 蘚苔類標本点数     約 30,000 
  2） その他の植物標本点数  約 10,000 
      顕花植物    3,000   羊歯植物     500 
      地衣類     5,000   藻類      1,500 
  3） 冷凍植物標本概数    約 2,800 
      被子植物亜門   10   地衣植物亜門   200 
      蘚苔類亜門   2,000   藻類       600 
 















 (1) 昭和基地全天カメラフイルムデータのビデオ化，及び，デジタル化 
 (2) オーロラデジタルデータ，地磁気データを用いたサマリープロット作成，及び，ホームページを
通した公開 
 (3) JARE－44持ち帰り相関記録チャートデータのマイクロフィルム化 
 (4) アイスランド 3観測点（チョルネス）超高層モニタリングデータの編集，データベース化，サマ
リープロット作成，及び，ホームページを通した公開 
 (5) 昭和基地，K－インデックス，絶対観測結果のデータベース化，及びホームページを通した公開 
 
①オーロラ資料 
 オーロラ世界資料センター（WDC for Aurora）は，資料系オーロラ資料部門が管理・運営し，管理・




クロフィルム約 28,000 本/100ft 巻，計算機用磁気テープ約 1,900 本，マイクロフィッシュカード数千


























































































































































 センターの計算機システムの構成を図１に示す。大型計算機システムは、平成 16 年 9 月に政府調
達（スーパーコンピュータ）により日立製作所製 SR11000 システムの導入が決定し、平成 17 年 2 月















 46 次隊の越冬期間中（2005 年 2 月~2006 年 1 月）に昭和基地の多目的衛星データ受信設備を用い
て各衛星を受信した。 
米国の気象衛星である DMSP および NOAA 衛星は、それぞれ 5920 パス、4109 パス受信した。 












































平成１７年度   
SR11000 8Node   
年・月 CPU時間(時間）  
2005年 4月 4,759.1   
5月 26,650.4   
6月 16,313.5   
7月 18,829.5   
8月 18,251.2   
9月 21,956.7   
10月 8,106.6   
11月 17,276.0   
12月 6,757.3   
2006年 1月 26,164.4   
2月 33,723.0   
3月 50,672.6  (*) 





研究代表者 研究課題 所属 













森本真司 地球表層での炭素循環に関する研究 国立極地研究所 気水圏研究グループ 
金尾政紀 地震モニタリング観測データの初期解析 国立極地研究所 地圏研究グループ 
金尾政紀 地震モニタリング観測データのアーカイブと公開 国立極地研究所 地圏研究グループ 
平譯享 基礎生産モニタリング 国立極地研究所 極域研究資源センター 
平譯享 STAGEプロジェクト 国立極地研究所 極域研究資源センター 
平譯享 生物のホームページ 国立極地研究所 極域研究資源センター 





門倉昭 南極周回気球（PPB）実験データの解析 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉昭 超高層モニタリングデータ処理 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉昭 メールの利用、と人工衛星データ、地上観測データ解析 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
門倉昭 オーロラデータセンター所有データのデータベース化 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 





















野崎憲朗 電離層定常観測 情報通信研究機構 
笠羽康正 科学衛星による電場計測の数値的検証 宇宙航空研究開発機構 
海老原祐輔 超高層物理部門の広報をウェブを通して行う 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
野木義史 ゴンドワナ分裂に関する研究 国立極地研究所 地圏研究グループ 
熊倉俊郎 カタバ風と大気大循環との関係について 長岡技術科学大学 
松井宏晃 計算機シミュレーションによる地球磁場成因の研究 
Department of the Geophysical Sciences, the 
University of Chicago 










渡辺正和 惑星間磁場北向き時の磁気圏電離圏における磁束循環 サスカチュワン大学物理および物理工学科 
山本道成 流星の電波観測 国立極地研究所 事業部 
尾崎光紀 無人 ELF/VLF波動多点観測 金沢大学大学院 自然科学研究科 






石川剛道 ３次元プラズマシミュレーションとデータ解析の研究 富山県立大学 


























宮岡宏 全方位カメラ映像データの伝送 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
明野和彦 IGS（国際 GNSS事業）観測点保守 国土交通省国土地理院 企画部国際交流室 
川村順子 情報図書室のホームページ、データベース 国立極地研究所 情報図書室  
平沢尚彦 南極・北極域の大気循環、水循環に関する研究 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
平沢尚彦 昭和基地で受信した MOSデータを利用した研究 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
平沢尚彦 昭和基地で受信した NOAAデータのアーカイブ 国立極地研究所 極域情報基盤センター 










行松彰 Processing and analysis of SuperDARN hf radar data 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
行松彰 Data processing and analysis of SuperDARN HF radar data 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
  









麻生武彦 極域超高層大気物理学の研究 国立極地研究所 北極圏環境研究センター 
岡田雅樹 AVSによる 3次元データ可視化ツールの開発 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
Bjorn 
Gustavsson 
Analysis of EISCAT and ALIS data for the study of aurora 
and airglow in the polar atmosphere 
国立極地研究所 宙空圏研究グループ 
宮岡宏 DMSP衛星データの編集処理と解析 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
海老原祐輔 磁気嵐におけるリングカレントのシミュレーション 国立極地研究所 宙空圏研究グループ 





平沢尚彦 ADEOS-II/GLIデータ解析 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
Ingemar Haeg
gstroem 
Study on the ionosphere physics by the EISCAT radar EISCAT Scientific Association 























Educational home page for Department of Polar Science, 
Sokendai 
国立極地研究所 北極圏環境研究センター 










岡田雅樹 昭和基地 WEBカメラによる画像データ収集と配信 国立極地研究所 極域情報基盤センター 
村田健史 Multi-scale computer simulation via computer grid 愛媛大学総合情報メディアセンター 
堤雅基 Study of polar atmosphere using radars 国立極地研究所 北極圏環境研究センター 
 
表３：昭和基地テレビ会議システム利用状況 

















・ 南極隕石通信 No. 81を平成17年5月26日に発行した。 
・ 南極隕石通信 No. 82を平成17年10月6日に発行した。 
・ 南極隕石通信 No. 83を平成18年2月24日に発行した。 
・ Meteorite Newsletter Vol. 13 No. 1 を平成17年10月に発行した。この中で682個のAsuka-88隕石、Yamato98
隕石の詳細分類の結果を公表した。 







   展示用及び教育用隕石貸し出し状況 
 貸し出し先  貸し出し試料   期間 
島根県立三瓶自然館 月隕石2、火星隕石１   4.15~9.9 
極地研究所広報係 鉄隕石    4.15~4.18 
自衛隊山梨地方連絡部 コンドライト1、鉄隕石１  6.28~7.4 
サンケイ新聞  鉄隕石1、火星隕石１   7.1~10.27 
茨城県自然博物館 




日本宇宙フォーラム コンドライト1、鉄隕石1  7.20~9.5 
極地研究所広報係 鉄隕石    8.23~8.26 




私立海城中学校  コンドライト１、鉄隕石1  9.16~9.20 
伊丹市こども文化科学館 火星隕石    9.16~12.16 
千葉県立郷土博物館 鉄隕石１、パラサイト1  9.21~11.15  





火星隕石1、パラサイト1、鉄隕石1  12.9~12.12 
極地研究所教員  コンドライト1、鉄隕石1  12.14~12.21  
朝日新聞社  月隕石1、火星隕石1、鉄隕石1  12.21~1.10 
極地研究所広報係 鉄隕石1    1.5~1.16 
極地研究所広報係 鉄隕石1    3.24~3.29 
教育用薄片セットの貸し出し状況 
茨城大学 理学部     4.20~06.1.17 
広島大学 理学部     4.26~06.3.15 
茨城県自然博物館     7.5~9.28 
東京大学 理学部   （2セット）    7.22~06.1.4 
北海道大学 理学部     8.11~11.30 
神戸大学 理学部     9.1~06.3.16 
愛媛大学 理学部     10.20~06.4.24 















































平成 8 年 11 月から学術情報センター（現国立情報学研究所）に接続し、図書及び雑誌の所蔵情報を提供して
いる。平成18年3月31日現在の登録所蔵レコード数は、図書（和洋共）18,409 件、雑誌（和洋共）2,977 件で、
平成 12 年度より図書館システムが整備され、Web からキーワードによる所蔵資料の目録検索 (OPAC) が利用可能
である。同システムを用い、当室発行の学術雑誌について2003年以降の発行分より本文PDFを公開している。 




（2）年度別蔵書数及び増加冊数                           (  )内は増加冊数 
区分 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 
 和 書 6,598  6,741  6,284 6,498 6,828 
  (218) (143) (-457) (214) (330) 
 洋 書 13,534  13,700  13,690 13,945 14,236 
単行本  (259) (166) (-10) (255) (291) 
 計 20,132  20,441  19,974 20,443 21,064 
  (477) (309) (-467) (469) (621) 
 和 書 1,668  1,754  1,842 1,872 1,883  
  (35) (86) (88) (30) (11) 
 洋 書 1,484  1,510  1,553 1,564 1,569  
小冊子  (35) (26) (43) (11) (5) 
 計 3,152  3,264  3,395 3,436 3,452  
  (70) (112) (131) (41) (16) 
 和 雑 誌 2,291  2,361  2,256 2,257 2,347  
  (54) (70) (-105) (1) (90) 
製本 洋 雑 誌 18,802  19,278  19,447 19,534 19,924  
雑誌  (481) (476) (169) (87) (390) 
 計 21,093  21,639  21,703 21,791 22,271 
  (535) (546) (64) (88) (480) 
合        計 44,377  45,344  45,072  45,670 46,787  
 (1,082) (967) (-272) (598) (1,117) 
 
（3）年度別所蔵雑誌タイトル数 
区   分 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 
和 雑 誌 826 844 866 886 861 
洋 雑 誌 2,374 2,399 2,417 2,427 2,639 














 南極観測センターは、国立極地研究所の法人化に伴う組織改革の一環として平成 16 年度に発足
した。センターの基幹業務は、「情報・システム研究機構 国立極地研究所」の南極観測中長期計















研究者の全面的な協力を得て、第 46 次越冬隊および第 47次観測隊へ人工衛星データによる海氷
情報を配信し、現場における海氷行動および輸送行動等のオペレーション参考資料を提供した。






































1. 第 46 次日本南極地域観測隊 
1) 編 成 
人員 62名(越冬隊 37名、夏隊 25名) 
(1) 越冬隊 
部  門 氏  名 所     属 
副隊長兼越冬隊長 渡 邉 研太郎 情報･システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
定常観測 電 離 層 池 田 満 久 情報通信研究機構 
 
 
気  象 佐 藤   健 気象庁観測部 
 
 
  西 巻 英 明 気象庁観測部 
 
 
  岩 城 貴 信 気象庁観測部 
 
 
  山 本 浩 嗣 気象庁観測部 
 
 
  伊 藤 大 輔 気象庁観測部 
研究観測 宙 空 系 髙 橋   博 気象庁地磁気観測所 
    行 松   彰 情報･システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
  気水圏系 田 阪 茂 樹 岐阜大学総合情報メディアセンター 
    古 崎   睦 旭川工業高等専門学校物質化学工学科 
    五十嵐   誠 情報･システム研究機構国立極地研究所プロジェクト研究員 
    原   圭一郎 情報･システム研究機構国立極地研究所プロジェクト研究員 
  地 学 系 佐 藤 高 晴 広島大学総合科学部 
    坂 中 伸 也 秋田大学工学資源学部 
    上 村 剛 史 
情報・システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
(総合研究大学院大学複合科学研究科） 
  衛星受信 江 川 晋 子 (財)日本水路協会 海洋情報研究センター 
設 営 機 械 松 本   享 海上保安庁警備救難部 
  周 藤 美津秋 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(いすゞ自動車㈱) 
  三 宅 八 朗 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈱関電工) 
  遠 藤 伸 彦 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部 
  小 幡 直 人 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(五洋建設㈱) 
  五十嵐 哲 也 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈱日立製作所) 
  髙 木 善 信 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈱大原鉄工所) 
部  門 氏  名 所     属 
設 営 通  信 小 林 正 幸 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈲クリマテック) 
 
 
  濱 本 初 美 海上保安庁警備救難部 
 
 
調  理 原 田 輝 一 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(日乃出商事㈱) 
 
 
  岸 本 栄 二 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(麺食菜えいじ) 
 
 
医  療 越 智 勝 治 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(広尾町国民健康保険病院) 
 
 
  長谷川 恭 久 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(兵庫県立成人病センター) 
 
 
環境保全 藤 井 純 一 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈱あけぼの通建) 
 
 
  張 替 一 史 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(JFE ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱) 
  設営一般 岡 林   功 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(NEC ﾃﾚﾈｯﾄﾜｰｸｽ㈱) 
 
 
 溝 淵 裕 史 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(ＫＤＤＩ㈱) 
 
 
 奥 平   毅 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(飛島建設㈱) 
 
 
 山 﨑 哲 秀 情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(㈱地球工学研究所) 
 
 
  近 江 幸 秀 稚内市役所 
 
(2) 夏隊 
部門 氏  名 所     属 
隊長兼夏隊長 松 原 廣 司 気象庁観測部 
副隊長（ドームふじ基地担当） 本 山 秀 明 情報･システム研究機構国立極地研究所研究教育系 
副隊長(夏期設営担当) 大 塚 英 明 情報･システム研究機構国立極地研究所事業部 
定常観測 海洋物理 尾 形   淳 海上保安庁海洋情報部 
 
 海洋化学 鈴 木 和 則 海上保安庁海洋情報部 
 
 測  地 森 田 和 幸 国土地理院測地部 
研究観測 気水圏系 新 堀 邦 夫 北海道大学低温科学研究所 
    吉 本 隆 安 
情報・システム研究機構国立極地研究所事業部(九州オリンピア工
業㈱) 
    鈴 木 啓 助 信州大学理学部 
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部 門 観 測 項 目 ・ 観 測 計 画 名 担当機関 
電 離 層  ・電離層垂直観測 ・リオメータ吸収の測定 ・電波によるオーロラ観測 情報通信研究機構 
 ・地上気象観測 ・高層気象観測 ・天気解析 ・特殊ゾンデ観測               
気象 






潮汐  ・潮汐観測 海上保安庁 
宙空圏 
 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究 
















   ◎南極域から探る地球史 












 ・昭和基地周辺地域における電磁場探査・古地磁気学的調査   
宙空圏  ・宙空モニタリング観測   
  
  気水圏 
 ・大気微量成分モニタリング (温室効果気体) 
 ・大気微量成分モニタリング (エアロゾル・雲) 
 ・氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニタリング 
国立極地研究所 
地圏  ・南極プレートにおける地学現象のモニタリング観測   











 ・極域衛星モニタリング観測   




















部 門 観 測 項 目 ・ 観 測 計 画 名 担当機関 
海洋物理  ・海洋物理観測 海上保安庁 
































 ・大気微量成分モニタリング (温室効果気体) 
 ・大気微量成分モニタリング (エアロゾル・雲) 
 ・氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニタリング 
 ・ ｢しらせ｣船上における海氷観測 
 ・南大洋の海洋循環モニタリング 








































〔目 的〕第 46 次南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため、隊員候補者に対して、冬
期の寒冷地において雪中行動等に関する各種訓練を実施した。 




〔目 的〕第 46 次南極地域観測隊員に対し、極地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を
行い、所要の知識や技術を習得させると共に、団体生活を通して隊員の相互理解を深めるた
めに実施した。 










第 46 次南極地域観測隊（以降、第 46 次隊）は、越冬隊 37 名、夏隊 25 名の総計 62 名の観測隊員と
同行者 3 名からなる。うち越冬隊 2 名と夏隊 5 名の 7 名は 11 月 18 日、空路にてケープタウン経由、ロ
シアのノボラザレフスカヤ基地に向かい、同基地より更に小型航空機と雪上車を乗り継いで、12 月 1 日
にドームふじ基地に到着した。「しらせ」は、平成 16 年 11 月 14 日に東京港を出港し、観測隊およびそ
の同行者 58 名は 11 月 28 日に成田空港からシドニー経由西オーストラリアパースに向かい、翌 11 月 29
日フリマントル港で「しらせ」に乗船した。フリマントル港で物資の積込みおよびオーストラリア気象
局から依頼された漂流ブイ 3 基を受領し、12 月 3 日にフリマントルを出航した。出航後、海上重力・地
磁気、大気微量成分、エアロゾル、宇宙線、海洋物理・化学、海洋生物、ラドン、宇宙線等について航
走観測や停船観測、アルゴフロート、漂流ブイなどの投入などを行い東経 110 度線を南下し、12 月 8 日
に南緯 55 度を通過した。翌 12 月 9 日に南緯 60 度での停船観測を実施した後にリュツォ・ホルム湾沖
へ向け西航を開始した。南緯 60 度を通過後は艦橋において鯨類目視調査を開始した。12 月 12 日に往路
の海洋観測を終了し、12 月 15 日リュツォ･ホルム湾沖の海域において海底圧力計 2 基を設置した。その





 「しらせ」は、12 月 15 日にリュツォ・ホルム湾で氷海航行を始め、12 月 18 日に直距離 46.7 マイ
ル（約 86km）地点から昭和基地へ第 1便を送り、引き続き昭和基地で夏期建設作業等に従事する全て
の隊員と緊急・準備物資を送り込んだ。その後、「しらせ」はオングル海峡へ進出する砕氷航行を開始
して 12 月 21 日 09 時 59 分（以降、現地時刻）に昭和基地見晴らし岩沖に接岸し、ただちに貨油のパ
イプ輸送と大型物資等の氷上輸送を開始した。貨油のパイプ輸送および氷上輸送による輸送物資量は、
それぞれ約 428トン及び約 190 トンとなった。12 月 27 日午前 1 時から 29日に第 45 次隊の持ち帰り
物資の氷上輸送を実施し、21日に輸送した航空機 2機および大型廃棄物を含む約 83トンを「しらせ」
へ積載した。氷上輸送は、海氷状況の悪化に鑑み原則として氷上輸送とせざるを得ないものに限定する
こととし、計画より１日早い 12月 29日をもって終了した。1月 2日から昭和基地への本格空輸を開始
し、12 日で昭和基地への物資輸送は終了した。空輸による昭和基地への輸送物資量は約 363 トンで、
昭和基地へ揚陸した物資量は氷上輸送と貨油輸送を合わせて約 981 トンとなった。1 月 16 日より持ち
帰り空輸作業を行い約 200トンの物資量を「しらせ」に積載した。日本への持ち帰り物資の総合計は船
上観測物資を含めて約 324トンとなった。持ち帰り物資のうち約 215トンが廃棄物である。昭和基地夏
期オペレーションの輸送作業は、2月 6、7日に第 45次隊ドーム旅行隊（第 46次隊員 2名を含む）、同
支援隊、S16での機器設置、ルート引継ぎ業務等の作業を終えた野外行動隊をそれぞれS16から収容し、
2月 8日には野外調査隊を、2月 9日には最終便で全ての夏隊員を「しらせ」に収容し完了した。 
②-2 昭和基地夏期作業 
 第 46次隊の夏期建設作業は、天候にも恵まれて順調に進行した。12月 19日各現場調査を行い 20日
より作業を開始した。21～24 日までコンクリートプラント用砕石を収集し、車庫、10kW 風力発電機
および制御小屋建設、第 1廃棄物保管庫補修作業をほぼ同時に立ち上げ、その後燃料送油管工事を着手







 観測関係の工事としては、宙空部門の HF レーダー用第 1 観測小屋、HF レーダーアンテナの基礎、宙
空用大型大気レーダー（PANSY）アンテナ設置予定地調査および設置工事、電離層部門のアース工事、  
気象部門の高層観測用 GPS 用アンテナの設置などが行われた。 
 環境保全部門は、12 月 19 日から 45 次環境保全隊員から引継を受けつつ、夏期作業で日々排出される
廃棄物を処理するとともに、第 46 次隊が初年度である第 125 回南極地域観測統合推進本部で決定した
「第 46 次南極地域観測隊行動実施計画」にある「昭和基地クリーンアップ 4 か年計画」を実施するこ
ととし、これに基づく「東オングル島一斉清掃」を現場調査に基づき立案した。一斉清掃は、1 月 25 日
と 2 月 4 日の 2 回実施され、第 1 回目はゴミの分布密度が比較的高い 7 区域を重点的に清掃し、第 2 回
目は夏期建設作業現場周辺を清掃した。2 回とも「しらせ」から延べ 52 名の支援者を得て 2 回合わせて
8.1 トンのゴミを回収した。回収したゴミのうち輸送が可能なもの 715kg は即日「しらせ」へ空輸した。
昭和基地クリーンアップ 4 カ年計画のもう一つの柱であった廃棄物持帰り 200 トン以上という目標は、




















っつき岬から S16 のルート引継、通信、機械担当の引継が 2 月 4 日から 7 日に行われた。2 月 6日 12






CTD 観測、採水、係留系による 10m 深の水温、塩分、流向、流速、クロロフィルの連続観測が 12 月











した。その後、2月 21日氷海を離脱しケーシー湾沖において 21日から 25日まで 66°00′S、44°00′
E～63°50′、63°50′E の 22,800k㎡のほぼ四角形の範囲間隔で総行程 1,800kmの海底の深さを測
定した。2 月 26日に復路の停船観測地点 St.6（64-00S, 50-00E）に移動したが天候不良のため実施で
きなかったため停船観測、8 の字航行とも実施できず、航走観測を実施しながら 26 日 St７(64-00S、
55-00E)において復路最初の CTD 各層観測、バンドン採水、ノルパックネット観測等を実施した。「し
らせ」は、その後プリッツ湾等で鯨類目視観測を実施後、航走観測と停船観測を実施しつつ東航し、3
月 14 日に 150°00′E、64°00′S 付近から 150 度線に沿って北上を開始した。北上過程では、停船
観測のほか、航走観測として XBT、XCTD、CPR 曳航観測なども実施した。南緯 50 度（St.21）付近
では漂流ブイの投下を行った。また、地磁気 8の字航行は東航中と北上中にそれぞれ 3か所で実施した。
「しらせ」は、3月 16日に南緯 55度を通過してシドニー港へ 3月 21日に入港した。 
 
⑥ ドームふじ基地深層掘削観測 
 過去 100万年の地球環境変動の復元と 10 万年周期の氷期‐間氷期サイクル発現の謎を解明すること
を目的とした第二期ドームふじ観測計画「南極氷床深層掘削計画」が開始され第 46 次隊はドームふじ
基地での深層掘削 2年目を実施した。 




第 45次航空支援隊 3名が待ち受ける航空中継拠点２（ARP2，標高 3000mのドームふじ基地と昭和基
地の輸送ルートの中間点）に到着した。ARP2にてブリザード停滞を 1日余儀なくされたが，高度障害
もなく雪上車 2台に分乗しドームふじ基地へ 12月 1日に到着した。 
 ドームふじ基地はすでに第 45 次越冬隊によって基地生活が可能な状態になっており，掘削・コア関
連の安全対策工事や建物・トレンチの建設が進んでいた。第 46次隊 7名が加わったことで第 45次隊 9
名とあわせて総勢 16 名での生活・作業が開始された。深層掘削はマスト昇降用門型の移設工事，ドリ
ル組み立て・調整等の作業を最初に行い，12 月 11 日に昨年度の最終深度 362.31m から続く初コアを
採取した。掘削のトレーニングを実施しながら 19日から 3交代 24時間態勢の掘削を開始した。途中ド
リル制御系トラブルやケーブルキンクなどがあったが，概ね掘削は順調で，掘削最終日となった 1月 22
日の最終掘削で 1850.35m に達した。延べの掘削日数が 42 日間で掘削回数は 406 回，総コア長が
1488.04m，掘削 1回あたりの平均コア長が 3.67mと快調な掘削であった。掘削に用いたドリルが，世
界的に優秀な純国産深層ドリルであることが確認された。 




あった。作業は 1月 21日まで行い，深度 121.40～485.50m及び 985.50～1259.50mの氷床コアの現場
解析を実施した。なお，485.50～980.50mの深度はブリットルゾーンに当たり，コアがもろくバンドソ
ーでの切断が困難になったため，解析を来シーズン以降に実施することにした。 
 1月 24日に基地から 2km北西を風上端とする長さ 4000m，幅 50mの滑走路を用い，ノボラザレフ
スカヤ基地から DC-3 を改良したバスラーターボ機により，第 46 次夏隊 5 名がピックアップされ，ノ
ボラザレフスカヤ滑走路の DROMLAN 宿営地で滞在し，2 月 4 日にイリューシン 76 型機によりケー
プタウンに飛び，帰国は 2月 9日であった。第 45次越冬隊 9名と第 46次越冬隊 2名は 1月 26日に雪




 夏期行動経過概要を表 1に、夏期オペレーション主要項目を表 2に示す。 
 
表 1 第 46次夏期行動経過概要 
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ﾄﾞｰﾑふじ 気水圏 第Ⅱ期ドーム氷床深層コア掘削・現場解析、ドームふじルート上雪氷気象観測 



































第 46 次南極地域観測越冬隊は、越冬隊長以下隊員 37 名で構成され、第 VI 期 5 か年計画の 4 年
次の越冬観測を実施した。2005 年 2 月 1 日、第 45 次越冬隊から実質的に昭和基地の運営を引継ぎ、
2006 年 2 月 1 日に第 47 次越冬隊に引継ぐまでの 1 年間、基地、野外での観測および基地運営に当







象を 10 回以上捉える等の成果を得た。ドームふじ基地における 47 次隊夏期間の氷床深層掘削計画
のため、中継拠点への燃料輸送等の諸準備並びに基地設営、掘削を支援した。「昭和基地クリーンア
ップ 4 か年計画」の 2 年次に向けて、越冬中に長年残置されていた使用済み雪上車 19 台を回収し、
内 6 台について国内へ持帰る準備を行うなど、廃棄物の持帰り年次目標量 200 トンを超える 205 ト
ンを集積した。昭和基地と国内や米国の学校、科学館等とを生の映像で結び、南極観測の現状を伝
える「南極教室」を 43 回開催し、多くの人々に対して積極的に情報発信を行った。 
また、観測部会では 7 月 13、27 日の二晩にわたり観測報告会を催し、多数の隊員の参加により
熱のこもった質疑応答が行なわれた。観測系各部門からそれまでに得られた観測結果の速報、その
後予定されている観測の説明等のべ 13 件、4 時間以上をかけて行なわれ、隊内の理解を深めるとと
もに、結果に関し活発な意見交換がなされた。以下、月ごとに概要を記す。 







































【11 月】昭和基地では 23 日から日没が無い白夜期となり、集団営巣値へ向かうアデリーペンギ
ンが基地を通過して南極の夏を実感する季節となった。28 日には 9 か月ぶりに最高気温がプラスと
なる中、第一便が近づく第 47 次隊の受け入れ準備が本格化している。10 月 17 日に昭和基地を出発
したドームふじ旅行隊の先発隊 4 名は、8 日ドームふじ基地へ無事到着し、基地立ち上げを行った。
また第 47 次ドーム航空隊はノボラザレフスカヤ基地での天候待ちの後、ARP2 で待ち受けていたド
ームふじ旅行隊に 8 日合流し、17 日に全員無事ドームふじ基地へ到着した。 
【12 月】夏の昭和基地では除雪、夏期隊員宿舎の立ち上げなど夏期作業の準備を進め、17 日昼
過ぎに隊長、艦長を乗せた「しらせ」からの第１便を迎えて 10 か月余りにおよぶ第 46 次越冬隊だ
けの生活が終わった。各部門では観測機器や設営機材、廃棄物等の持帰り準備を行い、空輸の荷受
け・配送から第 47 次夏期作業を開始した。19 日以降、地学部門を中心に二隊合同のヘリコプター
による沿岸調査が始まった。「しらせ」は 24 日に接岸し、31 日の朝までに実施した二日半の持帰り
物資の夜間氷上輸送で 150 トン余りを「しらせ」へ運んだ。昭和基地では新たな仲間を迎えて各現
場の観測や作業の立ち上げを支援する等慌ただしさの中、全員元気に夏期作業に励んだ。 




当初計画通り 28 日に飛来したバスラー機で 5 名が帰国の途につき、翌 29 日、第 47 次越冬隊員 1
名を含む 7 名が S16 を目指して 5 台の大型雪上車で基地を出発した。その後順調に 264km 走行し、





が多く風の強い日が多かった。5 月の日照時間は第 3 次隊が観測を開始して以来、初めて 0 時間を
記録し、9 月まで例年に比べ悪天の日が多かった。越冬交代時の積雪は極めて少なく、4 月まで余
り深くはなかったが月末から5月上旬にかけてのブリザードにより各建物にドリフトがかなり付い
た。月平均風速は、2 月と 5 月に大きい方から 1 位を記録するなど、風の強い日が多かった。年平
均気温は平年より高く、年合計日照時間は平年より少なかった。越冬期間中のブリザードは 2 月か
ら 10 月にかけて A 級 6 回を含む、合計 30 回あり、日数、回数ともに平年より多かった。外出注意
令は 2 月から翌年の 1 月までに 22 回、外出禁止令は 5 月から 9 月までに 11 回発令した。以下経時
的に詳細を記す。 
【2 月】1 月までの好天とはうって変わって 2 月の天候は例年になく悪く、上旬に計画していた
沿岸調査や観測隊ヘリの飛行計画等夏オペの一部が取り止めとなった。気象部門報告の通り、歴代
の記録のうち月平均の雲量、風速は大きい方の極値を更新し、月間日照時間は少ない方の極値を更




の通行ができなくなった。 21 日から 22 日にかけて外出注意を発令したものの、ブリザードは 3 日









半は極冠高気圧の影響で穏やかな日が多く、19 日には今季最低気温-32.8 度を記録し、25 日には極
成層圏雲を視認した。期間中にブリザードは B 級と C 級で計４回襲来した。 
【7 月】中旬は比較的穏やかだったがその他は雪~ふぶき模様の日が多く、A 級、C 級のブリザー
ドがそれぞれ２回襲来した。そのため月平均雲量は 7 月として最高を記録し、月平均気温は平年よ
り高かった。4 月 24 日を最後に極夜期をはさんで日照の記録されない日が続いていたが、31 日に
久しぶりの日照が記録され、極夜明けの実感を深めた。 
【8 月】2 日に今次隊の昭和基地での最低気温-36.4˚C を観測したが、降雪の無い日が４日間と、
雪やふぶき模様の日が例年より多い８月となった。ブリザードは A 級 1 回、B 級 3 回を含む延べ 5
回襲来し、月平均気温は平年に比べて高かった。 
【9 月】上旬はふぶき模様の日が続いたが、月後半の天候は今次隊として比較的長く安定した。
ブリザードは A 級 2 回、B 級 1 回、C 級 1 回の計 4 回襲来し、月平均気温、月合計日照時間は平年
並だったが、月平均風速は大きい方から４位を記録した。 
【10 月】月半ばに好天が比較的長く続いたが、それ以外は雪、ふぶき模様の日が多かった。ブリ















達が見られた。4 月には湾中央の定着氷縁部が北から徐々にえぐられ、5 月には U 字型に切れ込ん
だがそれ以上発達することなく、湾内の定着氷の大規模な流失は見られなかった。これにより、大
陸内陸部への入り口のとっつき岬へのルートは 3 月末から工作を始めることができ、ルートが流さ















45cm で、その先 ST13 まではほぼ 70~100cm であった。 












【5 月】月末の NOAA 画像によると、リュツォ・ホルム湾中央北部で４月下旬に見られた U 字型に
切れ込んだ氷縁内部では、東部縁辺域が比較的薄く見えるものの海氷が開水面を覆い、昨年からの
氷盤が囲む海を埋めた模様となった。オングル諸島周辺の海氷は流失することなく厚さを増し、北
の瀬戸の測点で氷厚が 35cm と最も薄かったところでは３週間後の 26 日には 58cm に増加した。 
【6 月】月末の NOAA 画像によると、リュツォ・ホルム湾中央北部で 5 月下旬に定着氷域にうっす
らと認められた U 字型の境界線はほとんど認められなくなり、昨年のような氷盤の流出は起きなか
った。オングル海峡の今年になって凍結した海氷は、月末の 26 測点のうち最も薄いところで 54cm
あり、西の浦でも氷厚を増した。 




【8 月】海氷縁域が比較的広く認められた 20 日の NOAA 画像によると、定着氷縁に沿ってフロー
リードが一部認められたが、リュツォ・ホルム湾北方では海氷の成長が進み密接度の高い流氷域が
広がっていた。基地周辺の一年氷の厚さは増し、測定したほとんどの場所で 110cm 以上だった。 
【9 月】海氷域が比較的広く認められた 29 日の NOAA 画像によると、定着氷縁に沿った顕著なフ
ローリードが見られ、リュツォ・ホルム湾北方の浮氷域には細いリードが多数認められた。基地周























基地上空のオゾン全量は 8 月下旬から 10 月中旬迄オゾンホールの目安の 220m atm-cm をほぼ継続




ートセンシング、宇宙線連続観測を行い、係留気球観測を 1 月から 12 月にかけ 27 回実施して、地
上 2000m 付近までの南極対流圏下層のエアロゾルの季節変化を世界で初めて観測した。また、世界
最高感度のラドン濃度計による通年連続観測で、南米や南アフリカ大陸起源の大気移流によるラド
ン濃度増加現象を 10 例以上記録した。地学系では 2 月から翌年 1 月にかけ、8 回にわたる VLBI 観












日の 2 回実施した。 
【5 月】基地観測は概ね順調に経過した。気象と気水圏系の共同観測によりエアロゾルゾンデを
越冬交代後の１号機として 20 日に飛揚し、宙空では西オングル島のテレメトリー施設のバッテリ









【7 月】21~23 日に地上オゾン濃度の急減が記録され、それに合わせて係留気球観測（22 日）、
オゾンゾンデ観測が実施され、貴重なデータを得た。宙空部門では西オングル島テレメトリ̶施設
の保守を 7~8 日に実施した。衛星受信では 3月以来無かった ERS2 の受信を 26 日に実施したほか、
L バンド受信システムで低温によると見られる障害が発生したが間もなく復旧した。 
【8 月】基地観測は概ね順調に経過した。電離層部門では 10C 型観測装置による垂直観測が再開
され、気象部門では WMO に対し、オゾン観測データの即時通報を開始した。宙空部門では西オング
ル島テレメトリ̶施設の保守を 7~8 日、22~23 日に実施した。10~11 日に地上オゾン濃度の急減
を観測し、気水圏部門ではエアロゾルサンプリングを行ったほか、係留気球によるエアロゾル観測
を 1、18 日に実施した。衛星受信では L バンド受信システムで仰角制御ケーブルが断線して一時受
信が中断したが、間もなく復旧した。 
【9 月】基地観測は概ね順調に経過した。気象部門では本庁宛地上気象観測報告の即時通報を 7
日から開始したほか、23 日には S16 の気象ロボットの保守を行った。宙空部門では 8 月 26 日~9
月 11 日にアイスランドとのオーロラ共役点キャンペーン観測を実施し、西オングル島テレメトリ̶







輸送を行った。気水圏部門では係留気球によるエアロゾル観測を 15 日に実施した。 
【11 月】基地観測は概ね順調に経過した。電離層部門では 14 日、電離層垂直観測に使用してい
た 10B 型観測装置を 10C 型に切り替えた。気象部門ではオゾンホール衰退期にあって、エアロゾル
ゾンデ観測を 12、21 日の 2 回実施し、内 21 日は旧型との連結飛揚を行い、オゾンゾンデ観測も継
続している。宙空部門では短波レーダーにより 4、5 日に国際 SuperDARN 観測キャンペーンに参加
して遠隔操作によるデータ取得に成功したほか、破損していたエレメント補修を月末に行った。18、
19 日には西オングルテレメトリ施設の整備を行い、燃料デポなど次隊受け入れ準備も行った。気水
圏部門では係留気球によるエアロゾル観測を 3、21、28 日に実施した。 







れ替えや観測の引継ぎが行われた。気象部門では 23 日に S16 の気象ロボットの保守を行ったほか、




第 46 次隊越冬中の最大の野外活動は、第 47 次夏隊で計画されていた３シーズン目の第２期氷床
深層掘削の準備、支援作業であった。８月半ばから１か月程中継拠点へ燃料等の輸送を実施し、10
月中旬からは、7 名が雪上車 5 台に分乗し、航空機で南極入りした第 47 次夏隊員を途中で出迎える
とともに、ドームふじ基地における基地設営・掘削作業支援を実施した。基地では第 46 次隊が主
として設営作業を担当し、その結果 3000m を超える深さからのアイスコア採取が成功した。このほ
か、みずほルート上の約 210km およびそれと斜交する 110km の測線の 14 点で約 3 週間にわたり、
地下構造を解明するための電磁観測を実施した。 
沿岸および露岩域での野外観測では、古地磁気学的調査のため 10 月中旬から 11 月末にかけて 9
つの湖沼で堆積物採集を行ったほか、4~11 月に水深 665m までの 10 点で海底湧水の観測を実施し





【3 月】野外観測は基地周辺の氷状に制約を受け、西の浦での GPS 観測、北の浦での海洋生物採
集に留まった。数部門では計画停電後の観測機器立ち上げ時に不具合が発生し、復旧のため機器・
部品の交換で対応した。気水圏系では係留気球による大気観測を３回実施した。 




作業後最初の大陸でのオペレーションを 8-10 日、19-22 日、27-30 日の３回実施した。冬明け後の
ドームふじ基地における深層掘削の諸準備のため、S16 でのソリの堀出しと雪上車整備およびその
ための昭和基地への移動（SM50 が 3 台、ソリ 19 台）を行なったほか、気象部門ではとっつき岬無




のため、とっつき岬へのオングル海峡ルートを設定し、7~9 日には SM100 型雪上車の整備を現地で
進め、S16 で掘出したソリを基地へ運んだ。 
【7 月】８月に予定されている気水圏・宙空部門の中継拠点旅行に向け、燃料の S16 への事前輸






【8 月】極夜明け後の本格的な野外観測として 17 日、中継拠点旅行隊が出発した。ドームふじ基
地への燃料輸送の途上で積雪試料採取のほか、内陸に設置してある無人磁力計のデータ回収、保守




連続測定を 2 日に終了し、12~19 日の間には S17 において連続観測を行った。先月 17 日基地を出
発した気水圏部門を主とした中継拠点旅行隊は無事、燃料輸送、雪尺測定、宇宙線測定等所期の目




援を受けた FA は 12~20 日には S17 でブルドーザーを使った圧雪滑走路造成実験を行った。 
【10 月】宙空部門でラングホブデ、スカルブスネスにおける宇宙線観測を実施した。17 日には
ドームふじ基地での氷床深層掘削のため、古崎リーダー以下 7 名が昭和基地を出発した。途上雪尺
測定、ルート整備等を行いながら 28 日には予定より早く航空拠点 ARP2 に到着、滑走路整備を開始
して 47 次隊の空路到着に備えた。この旅行隊のうち、五十嵐サブリーダー以下 4 名は先行してド
ームふじ基地へ旅行を続け、31 日現在 MD348 まで到達した。一方、第 47 次隊から始まる S17 を拠
点とする日独航空機共同観測の準備として、FA、機械部門と共同で S17 への航空燃料等のドラム缶
280 本余や車両等の輸送を重点的に実施した。地学部門ではみずほルート方面で電磁探査を行って














に ERS-2 データを受信して処理したほか、今年最後の VLBI 観測を行った。NOAA/DMSP 受信ではダウ
ンコンバータのケーブル断線により 3~5 日に欠測があった。 





【1 月】「しらせ」のヘリコプターを使った 47 次隊夏期オペレーションにより、野外調査を実施
した。宙空部門では宇宙線観測を宗谷海岸の三つの露岩で実施し、西オングル島の観測施設の保守
を引継ぎを兼ねて 23~25 日に実施した。気水圏部門では連続観測、分析試料採取を継続するとと

















26 日には邑楽町、稚内市、秋田市と昭和基地とを結び、南極に関し Q&A 形式で情報発信を行った。 
【3 月】設営系では 18 日に発電機を停止して電力量計を付け替え、各棟への暖房燃料の配布、装
輪車の整備、防火設備の更新、救急箱の内容物の入れ替え、迷子沢の大型廃棄物の持ち帰り準備等、





西部の水際を中心に第３回目の一斉清掃を実施し、30 名によりトラック３台分約 2.6 トンの廃棄物
を回収処理した。また休日の島内巡りの有志を募り、１月下旬の第１回一斉清掃の際に集積したも
のも含め、北見浜以西に散在していた古ドラム缶等の廃棄物を背負子等で基地まで運搬した。５回
実施して総量はドラム缶 33 本を含む約 1.4 トンに上った。 
【4 月】21 日 14 時に昭和基地の電力供給が停止した。発電機切り替えに伴う冷却水循環ポンプ
の切り替えの際に発生したもので、従来のやり方を見直して再発防止に努めた。機械関係では車両




































備の定期点検を行なった。大型アンテナでは 6 か月定期保守を 18、19 日の 2 日にわたり実施した。
TV 会議システムの稼働では南極教室等 4 件、旭川高専の授業 1 件の本番放送のほか、極地研究所の
47 次観測隊員との顔合わせにも対応した。環境保全部門ではアンテナ島に長期間置かれていた使用




【8 月】設営各部門では野外観測支援が増した。機械部門では気水圏部門の S16 への燃料輸送と
共同で 11 日、46 次隊で搬入した大型雪上車 SM116 号車を基地から海氷上を走行して南極大陸へ輸
送し、翌日 SM115 号車を作業棟内での修理のため、また SM106 号車を持ち帰りのため基地へ移送し
た。FA は気水圏部門等の支援を受け、17~30 日にかけて H68 において小型除雪機と雪上車の圧雪
により第１回圧雪滑走路造成実験を実施した。インテルサット部門では当該通信システムの 6 か月














の本番延べ 3 件のほか、極地研究所での 46 次隊家族会とも接続を行った。環境保全部門では定常
























漏油に対し油のしみた雪のドラム缶への回収を 17 日に再び実施した。 
【12 月】設営各部門では基地の維持・管理を継続しながら夏期作業へ対応した。機械部門では見
晴らし岩方面の道路を中心とした除雪や、建物・設備周辺の砂まき、夏期隊員宿舎の養生取り外し
や設備立ち上げを行ったほか、17 日以降 47 次隊の夏期作業支援を続けた。また SM106 雪上車、風
力発電機の本体、100kL６番アルミタンクを夜間の氷上輸送により「しらせ」へ運んだ。通信部門
では「しらせ」のフリマントル出港以後、第 47 次隊との定時交信を行ったほか、ドームふじ基地





講習を行い、22 日には消火訓練、油流出対応訓練を実施した。一方、47 次隊に対しては 18 日に海
氷上行動安全講習会、22 日には氷上輸送に向けた雪上車運転講習会を行った。 
【1 月】設営各部門では輸送関連の全体作業と併行して第 47 次隊の夏期作業へ対応し、引継ぎを
行った。機械部門では 1 号発電機のエンジンのオーバーホール支援、故障した車両への対応などの
ほか、下旬には 100 および 130kL 水槽の清掃を全体作業で実施した。通信部門では引き続き 6~23
時のワッチとして「しらせ」、S17 等と交信を行ない、「しらせ」から基地へも含め海氷上に第 47 次
隊員が出る際も対応した。また、個人配布していた UHF トランシーバー、PHS 電話機を回収して次
隊へ引き継いだ。環境保全部門では廃棄物の持帰り空輸のための移動・集積を行ったほか、アンテ
ナ島に残されていた通信関係の廃棄物を回収・梱包した。多目的アンテナでは第 47 次隊担当者と 3
~9 日にレドーム補修、下旬には西オングル島のコリメーション設備の保守、および同設備を用い
ての位相確認を引継ぎを兼ねて行った。TV 会議システムを利用した今次隊最後の科学館、小学校と















































抗スポーツ大会を行い、4 チームが 2 つのボールで 4 つのゴールのあるグラウンドで得失点を競う


















族と顔を読みながらの交流が 10 か月ぶりに可能となった。28 日には誕生会と中継拠点旅行隊の安
着祝を行った。越冬観測も残すところ三分の一となり、公私とも次の夏期オペレーションまでを思
い描きながら元気に南極の春を迎えた。 







【11 月】ドームふじ旅行隊が出発して 30 名となり、沿岸調査の出入りが多い中、野外活動に、
除雪などの隊としての作業に全員協力してあたった。下旬には越冬最後の漁協活動があり、ツブか















ら始まり、週 3 日開店のバーは一挙に満員の盛況となった。S17 での日独共同観測に参加している
ドイツ、カナダからのメンバー11 名を 12 日から日帰りで昭和基地に招待して便宜を計り、毎回昼
食を共にして交流を深めた。20 日には持帰り空輸が一段落したので C へリポートで 47 次隊とソフ























ドームふじ基地の再開作業は、先発隊 4 名が到着した 2005 年 11 月 8 日から開始された。基地外部
状況の把握、基地内部の調査を経て、翌 9 日に 3 号発電機を始動。基地内の暖気を継続しながら 13
日には 2 号発電機を立ち上げ、15 日に基地内での生活を開始した。この間、9 日朝方には外気温が－
60.0℃まで下がりハーマンネルソンが不調になるなど、厳しい寒さの中、4 名という限られた人員で
の基地立ち上げ作業は例年以上に大変な苦労があった。 




その結果、23 日に今期第 1 回目の氷床深層掘削が 1,850.35m の深度から開始され、24 日からは 2
交代制、27 日からは 3 交代制での掘削が始まった。作業は、途中トラブルがいくつかあったものの 1
月半ばまで極めて順調に進んだ。12 月 1 日に 2,000m 深を突破した後、同月 19 日に第 I 期での深度
2,503m を超え、1 月 13 日に 3,000m 深に達した。その後、従来の長いドリルでは数 10cm のコアしか
採取できなくなり、ドルフィン型カッターマウントの氷床底部掘削ドリルの登場となった。1 月後半
になると何度かドリルスタックに直面したが様々な工夫で克服し、1m 未満の短いコアを根気強く掘削




一方、現場処理も装置の立ち上げ・初期調整などを経て、11 月 24 日に本格的ルーチン作業を開始
した。その後も随時作業工程の見直し・効率化を図りつつ、46 次気象・建築隊員の支援を受けながら
約 40m/日の進度で作業は進められた。12 月 26 日から 1 月 4 日までは昨期に掘り出した破砕帯域
（485.50～980.50m 深）の処理を実施し、485.50~607.00m 深および 872.50~980.50m 深の処理を終
了した。607.0～872.5m 深の最脆弱帯については、現在実施しているルーチン的現場処理とは方式を
変えて、来期に実施する予定である。1 月 5 日からはいよいよ、第 II 期深層掘削としての新規処理深
度である 2,400m 以深のコア処理が開始された。最後の一週間は残業によって処理長を延ばしながら
作業が進められ、遂に 24 日、処理すべき最深部 3,028.43m（掘削最深ランのひとつ手前のラン）に到
達して今期のルーチン作業を全て終了した。現場処理を終えた半割 A コアは、70 梱の段ボールに収め
最終コア貯蔵庫に一時的に集積した後、橇積みした。その後、雪上車により陸路を S30 まで約 2 週間
かけて輸送され、そこからヘリコプターで「しらせ」に収容された。これらの試料の日本到着は 4 月
中旬となる。なお、11 月 25 日に着手された最終コア貯蔵庫の製作は、途中地吹雪による埋め戻しに
悩まされながらも建築隊員の粘り強い努力で、トレンチ掘り、屋根がけ、床張り作業と進み、12 月
13 日に完了した。 




昭和基地との通信では、HF 主力機である JGY が故障のため全く使用できなかったが、SM100 車載機種
である JGX28 を代用機とすることでほぼ問題なく交信できた。LAN はしばしば送受信不可の状態に陥










生活面では、46 次隊全員および 47 次隊の掘削担当者以外で当直を務め、3 度の食事作りの他、各
所の掃除、造水槽への雪入れ等を行った。第 1 週目は当直業務の引き継ぎを兼ねて 2 人体制とし、そ
の後は 1 名で担当した。食事においては、週一回全員が揃う土曜日の夕食に鍋物や焼肉を合わせ、ま
た、隊員の受賞祝賀会や誕生会、クリスマス会、元旦、航空隊送別会には特別な料理が用意された。
日常の飲料水用雪取りは、1 日 1 回、昼食後に 15 分間程度手空き総員で行われた。 
また、基地では 11 月 23 日から 1 月 28 日までの間、毎日「Dome de 4646(ドーム デ ヨムヨム)」
を刊行し、基地内での話題作りに重要な役割を果たした。発行された新聞は全て pdf 化して共通サー
バー内に保存するとともに、昭和基地へも適宜送信した。 
47 次航空隊 5 名の帰還フライトは 1 月 28 日に実施された。ドームふじ空港に飛来したバスラータ
ーボ機に乗り込み、16:13 に離陸。同日中に全員無事ノボラザレフスカヤ基地に到着した。一方、46
次越冬隊 6 名、47 次越冬隊 1 名からなる雪上車旅行隊は、29 日の 10:58、全ての基地閉鎖作業を完了



































































紋別市立流氷科学センター スノーモービル 平成10年4月13日  ○ 
石川県立航空プラザ ピラタスポーター1号機 平成5年9月1日～ ○  
いすず自動車 65KVA発電機 平成10年4月13日  ○ 
















白瀬南極探検隊記念館 大型雪上車KD60-5 平成12年4月13日  ○ 
ヤンマーディーゼル(株) 発電機(200KVA) 平成9年3月  ○ 




保管物品 保管場所 保管方法 保管開始 備考 
大型雪上車 KD602 
(8次隊搬入) 




見晴らし岩 裸  同上 
大型雪上車スノーキャット 
(11次隊搬入) 
見晴らし岩 裸  同上 
旧発電棟部材(第 1次隊) 天測点脇 シート掛 1994.2～ 同上 
旧医務室部材(第 1次隊電離棟) 第 2夏宿脇 シート掛 1998.3～ 同上 
通信棟部材(第 7次隊) 第 2夏宿脇 シート掛 1998.3～ 同上 
建物仕様は 1次と同じ 












      平成１７年１１月２４日 函館発 東京（羽田）着 
      ２５-２７日 調査準備，調査打合せ（国立極地研究所） 
        ２８日 東京（成田）発 パリ（シャルルドゴール）着 
               パリ（オルリー）発 
        ２９日 サンドニ（レユニオン）着 
   ２９日-１２月２日 調査準備，調査打ち合わせ 
         １２月 ２日 サンドニ発（フランス観測船） 
         １２月 ７日 アルフレッド・ファウレ基地（クローゼ）着 
               調査 
            １９日 アルフレッド・ファウレ基地発（フランス観測船） 
         ２１日 ポルトー・フランセ基地着（ケルゲレン） 
                                調査 
平成１８年 １月１２日 ポルトー・フランセ基地発（フランス観測船） 
      ２３日 ホバート（オーストラリア）着 
        ２３-２５日    打合せ（ホバート） 
      ２５日 ホバート発 シドニー着 乗り継ぎのため宿泊 
      ２６日 シドニー発 東京（成田）着 乗り継ぎのため宿泊 
      ２７日 東京（羽田）発 函館着 
(3) 派遣者 
田中 秀二 （北海道大学理学部・COE 研究員）  
 























平成１８年１月２０日 東京（成田）発  
         ２２日 チリ（プンタアレナス）着 
２３‐２５日 調査準備、調査打ち合わせ 
         ２６日 チリ（プンタアレナス）発 キングジョージ島（世宗基地）着 
２７日‐２月２０日 調査 
      ２１日 キングジョージ島発‐チリ（プンタアレナス）着 
   ２２‐２４日 打ち合わせ 
      ２５日 チリ（プンタアレナス）発  









































り，天測点は 69°00′22″S、39°35′24″Eで標高は 29.18 mである。 
(2)建築物 
建物 61 棟の総床面積は約 6777.8m2で発電棟 3，居住棟 2，管理棟 1，観測・研究棟 18，倉庫 3，




発電棟に 300kVA(240kW)のディーゼル発電装置が 2 基配備されている。通常は 300kVA 発電機 1
基の運転で基地全体の電力を賄っている。500 時間ごとに切り替え，点検・整備を行っている。ま
た，基地主要部から離れた第１夏期隊員宿舎のそばに非常発電棟があり，非常時用の電源として，
200kVA ディーゼル発電装置が 2 基配備されている。さらに，小型発電機小屋に 50kVA ディーゼル
発電装置が 2基設置されている。 























建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
1957 (1) 木製パネル(断面図は旧電離棟と同じ) 
旧 娯 楽 棟 
40 歴史的保存建物 
1966 (7) 木製パネル 
旧 電 離 棟 
40 電離層観測、倉庫 
1966 (7) 木製パネル、特殊コネクター使用 
地磁気変化計室 
12 地磁気絶対測定 
1966 (7) 軽量鉄骨、木製パネル、12 次で 14.5 ㎡を増設 
旧 送 信 棟 
29   
1967 (8) 高床、木製パネル 
観  測  棟 
138 気水圏、超高層観測、個室 2 
1995 (36) 高床、木製パネル 
放  球  棟 
24 気象ゾンデ放球 
1967 (8) 高床、アルミパネル 
管  制  棟 
28 倉庫 
1969 (10) 高床、鉄骨、木製パネル レーダーテレメーター室 
(RT 棟) 86 ロケットレーダー、テレメーター 




発  射  台 
135 ロケット発射台 
1970 (11） 高床、軽量鉄骨、折板 
観 測 倉 庫 
81 電離層、気象を除く観測部門倉庫 
1970 (11） 軽量鉄骨、鋼板パネル 
第  11  倉  庫 
204 設営部門倉庫 
1972 (13） 高床、木製パネル 
推    薬    庫 
67 観測倉庫 
1973 (14） 高床、木製パネル 
気    象    棟 
101 気象観測、屋上パラボラアンテナ 
1973 (14） 高床、軽量鉄骨、木製パネル 
気 象 棟 前 室 
27 気象用倉庫 
1974 (15） 高床、木製パネル 
環 境 科 学 棟 
101 生物、医学観測 
建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
1975 (16） 木製パネル 
送    信    棟 
72 短波通信送信機室 
1977 (18） 高床、木製パネル 
電  離  層  棟 
101 電離層観測 
1978 (19) 高床、木製パネル 
地    学    棟 
101 地学、雪氷、地震観測 
1978 (19) 高床、木製パネル 
旧水素ガス発生機室 
8 気象物品倉庫 
1979,80,2000 高床 2 階、木製パネル、増築は鋼板パネル 第 1 夏期隊員宿舎 
(20,21,41 増築） 435.4 48 ベット、60 名食堂、増築部に風呂、便所 
1981 (22） 高床、木製パネル 
情 報 処 理 棟 
94 宙空観測 
1982,83 鉄骨 2 階、鋼板パネル 
発    電    棟 
(23,24） 425 300kVA 発電機 2基、冷凍、暗室、風呂、便所、洗面、理髪室 
1985 (26) パイプ、断熱シート 
仮  作  業  棟 
112 航空・建築物品、資材庫 
1986 (27） 鉄骨、鋼板パネル 
作 業 工 作 棟 
289 車両整備、機械物品庫 
1988 (29) 高床、木製パネル 
衛 星 受 信 棟 
117 衛星受信設備 
1990 (31) 高床、鋼板パネル ヘ リ ポ ー ト 
待  機  小  屋 32 しらせヘリ要員待機 
1991 (32） 木製パネル 
重  力  計  室 
49 超伝導等重力観測 
1992,93 1 階鉄骨、2・3 階集成材、鋼板・木製パネル 




1993 (34） 鉄骨、鋼板パネル 
旧 焼 却 炉 棟 
25 木工室 
1994,95 高床、鉄骨、鋼板パネル 通    路    棟 
(35,36) 290 主要部通路 
1995 (36) 高床、鋼板パネル 
気水圏ボンベ室 
27 観測用ボンベ格納 
建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
1995 (36) 高床、鋼板パネル 
第 1HF レーダー小屋 
16 HF レーダー観測 
1996 (37） 高床、鋼板パネル 
第 2HF レーダー小屋 
23 HF レーダー観測 
1996 (37) 鉄骨 2 階、鋼板パネル、木製パネル 
倉    庫    棟 
454 冷凍庫、冷蔵庫、設営倉庫、設営事務室 
1996 (37) 木製パネル 
地  震  計  室 
42 地震観測 
1996 (37) 鉄骨平屋、鋼板パネル 
非 常 発 電 棟 
63 非常発電機 2基 
1997 (38） 高床、木製パネル 
第 1 居 住 棟 
284 個室 21 
1997 (38） 鉄骨平屋、鋼板パネル 
汚 水 処 理 棟 
109 汚水浄化 
1998 (39） 高床、木製パネル 
第 2 居 住 棟 
284 個室 21 
1998 (39） 高床、鉄骨、鋼板パネル 
通路棟(増築部分) 
63.5 防火区画 A～発電棟通路 
1999 (40） 高床、鉄骨、鋼板パネル 3 
汚水処理棟通路 
20.4 汚水処理棟～倉庫棟 
1999 (40） 高床、冷蔵庫パネル改造 
MF レーダー小屋 
16.2 MF レーダー観測 
1999,2000 
(40,41) 
高床、木製パネル(旧 9・13 居住棟移設、機械室、増設) 
第 2 夏期隊員宿舎 
257.5 ベッド 40、ラウンジ、トイレ 
2000 (41) パイプ、断熱シート 
第 1 廃棄物保管庫 
136 廃棄物保管 
2001 (42） 鉄骨平屋、鋼板パネル 
焼  却  炉  棟 
56.3 焼却炉、生ゴミ炭化装置 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
廃棄物集積場 
30.4 廃棄物集積 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
光 学 観 測 棟 
50.9 光学観測 
建設年 (隊次) 構      造 
建  物  名 
床面積㎡ 現 在 の 用 途 
2001 (42） 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
西部地区配電盤小屋 
9.7 配電盤設備 
2002 (43) 鋼板パネル 
第 2 廃棄物保管庫兼車庫 
170 廃棄物及び車両保管 
2002 (43) 鋼板パネル(冷凍庫パネル改造) 
東部地区配電盤小屋 
9.7 配電盤設備 
2003 (44) 高床、木製パネル 
旧放送スタジオ棟 
120 非常用装備保管 
2003 (44) 高床、鋼板パネル 
小型発電機小屋 
48.6 50kVA 発電機 2 基 
2004 (45) 高床、鋼板パネル 
清浄大気観測室 
29.6 清浄大気観測 
2004 (45) 高床、鋼板パネル 
インテルサット制御室 
28.0 インテルサット通信設備 
2005 (45) 鋼板パネル（ドーム型） 
車     庫 
360 車庫 





7.4 HF レーダー観測 
1998 (38) 高床、鋼板パネル 
予備食冷凍庫 
36.5 食料保存 
1967 (8) コンテナ 
第 ８ 冷 凍 庫 
7.4 夏宿食料保存 
1998 (39) 高床、鋼板パネル 
夏 宿 冷 蔵 庫 
5.3 食料保存 
































建設年 (隊次) 構造 
建物名 
床面積 ㎡ 現在の用途 
1984 (25) 鋼板塩ビ加工パネル 
30 マイル小屋 
25.9 30 マイル点の居住 
1984 (26) 鋼板塩ビ加工パネル 
飯場棟 
14.6 1986 年 (27 次) で移設。倉庫 
1984 (26) 木製パネル 
主屋棟 
100.0  厨房・食堂・通信・寝室 
1985 (27) 木製パネル 
発電棟 
95.0  発電機室・風呂・便所 
1986 (28) 木製パネル 
観測棟 
105.0  観測室・医務室・寝室 
1986 (28) 鉄パイプラチス・木製パネル，一部分不燃パネル 
通路 




















発電棟 1995 (35) 44.6 冷凍室パネル改造 
食堂棟 1994 (34) 36.5 冷凍室パネル改造 
居住棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
観測棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
医療居住棟 1995 (35) 36.5 冷凍室パネル改造 
避難施設 1994 (34) 45.9 パイプトラス，断熱帆布 
ドリル作業室 1995 (35) 32.4 冷凍室パネル改造 
掘削制御室 1995 (35) 9.7 冷凍室パネル改造 
通路物品庫 1995 (35) 107.8 木軸，断熱鋼板パネル 
大気観測棟 1997 (38) 20.3 冷凍室パネル改造 
新掘削コントロール室 2002 (43) 9.7 冷凍室パネル改造 
 
(3)電力等 
常用電源として 28kVA(22.5kW)ディーゼル発電装置 2 基が発電棟に設置されている。この他にド
















定常観測・電離層部門 担当者 池田 満久 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録機 数量 保管機関 










FM/CWレーダ イオノグラム (3.0-16.0MHz) 
2005/2- 





外 付 け ハ ー ド デ ィ ス ク
















定常観測・気象部門 担当者 佐藤 健 
観測名 データ内容 記録期間 記憶媒体・記録仕様・記録





































2006/1/24 3.5インチMO 1枚 気象庁 
オゾン分光観測 オゾン全量・オゾン反転 2005/2/1- 2006/1/31 3.5インチMO 1枚 気象庁 

































3.5インチMO 1枚 気象庁 




担当者 行松 彰 
高橋 博 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録

















2005/10/27 DVD-RAM 48枚 国立極地研究所 
高時間分解能地磁
気観測 磁場 3成分データ 
2005/2/1- 




空中電場データ 2005/2/1- 2006/1/10 ペンレコーダ記録 11巻 
地磁気観測所 
宇宙線観測 宇宙線データ 2004/12/3- 2006/3/24 HDD 1台 国立極地研究所 
      
プロジェクト研究観測・宙空系部門・ 
P2-2 極域大気圏・電離圏の上下結合の研究 担当者 行松 彰 




エコーデータ 2005/2/1- 2006/1/31 DVD-RAM 2枚 
国立極地研究所 
      
モニタリング研究観測・宙空系部門・ 
M-2 極域電磁環境の太陽活動に伴う長期変動モニタリング 担当者 
行松 彰 
高橋 博 




2006/1/31 3.5インチMO・640MB 1枚 地磁気絶対観測・K
インデックス作成 
絶対観測野帳 2005/2/1- 2006/1/31 A4、2つ穴ファイル 1冊 
国立極地研究所 







2005/10/30 DVD-RAM 19枚 国立極地研究所 
ATLASデータ 2005/2/1- 2006/1/31 3.5インチMO・640MB 48枚 超高層 
モニタリング観測 ATLASデータ 2005/2/1- 2006/1/31 感熱式チャート紙 13巻 
国立極地研究所 
2005/3/1- 












2005/10/18 3.5インチMO・640MB 6枚 国立極地研究所 
イメージングリオ
メタ観測 2次元 CNAデータ 
2005/2/1- 












2005/10/31 HDD 1台 国立極地研究所 
      
萌芽研究観測・宙空系部門・ 
H-1 大型大気レーダーによる極域大気の総合研究  担当者 行松 彰 




2006/1/31 SDメモリカード・512MB 1枚 国立極地研究所 
      
萌芽研究観測・宙空系部門・ 
H-2 無人磁力計ネットワーク観測  担当者 行松 彰 








2005/11/25 Compact Flashカード 2枚 
国立極地研究所 
      
プロジェクト研究観測・気水圏部門・ 
地球環境変動に伴う大気・氷床・海洋のモニタリング  担当者 田阪 茂樹 




































      
プロジェクト研究観測・気水圏部門・ 
地球環境変動に伴う大気・氷床・海洋のモニタリング  担当者 原 圭一郎 



































     
プロジェクト研究観測・気水圏部門・ 
南極域から見た地球規模環境変化の総合研究  担当者 田阪 茂樹 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録













































      
プロジェクト研究観測・気水圏部門・ 
南極域から見た地球規模環境変化の総合研究  担当者 原 圭一郎 



















































2005/12 CD-R・ハードディスク 1枚 福岡大学 




 復路：佐々木 正史 
    （45次隊） 










ト紙・プリンター紙 各 1枚 国立極地研究所 
      
モニタリング研究観測・気水圏部門・しらせ船上観測・ 
地球環境変動に伴う大気・氷床・海洋のモニタリング 担当者 往路：原 圭一郎 







から継続中 衛星を通じてデータを送信 ― 
JAMSTEC 
国立極地研究所 




 復路：東 久美子 
    （45次隊） 


























  （45次隊） 






2005/3 CD-R・ハードディスク 1枚 岐阜大学 





   （45次隊） 











































2005/3 ハードディスク 1台 国立極地研究所 
      
プロジェクト研究観測・地学部門・ 
GRACE衛星の地上検証（測地観測）計画  担当者 上村 剛史 









005/11/22 外付けHD・PC・CD-R 各 1 国立極地研究所 
      
プロジェクト研究観測・地学部門・ 

















2006/1 3.5インチMO・640MB 2枚 
 






電機 6ペン式レコーダー 11冊 
 
      
プロジェクト研究観測・地学部門・衛星受信部門・ 
GRECE衛星の地上検証（測地観測）計画  担当者 江川 晋子 


















120GBハードディスク 36個 国立極地研究所 
VLBI観測 
観測ログ 2005/2/15 ‐2006/2/9 3.5インチ FD 2枚 
国立極地研究所 
      
プロジェクト研究観測・地学部門・ 
昭和基地周辺地域における電磁場探査・古地磁気学的調査 担当者 坂中 伸也 













      
モニタリング研究観測・衛星受信部門・地学部門・ 
極域衛星モニタリング観測  担当者 江川 晋子 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録
機 数量 保管機関 
GPS による海氷潮汐
観測 
西 の 浦 に お け る
GPS/GLONASSデータ 
2005/2/8- 
2005/12/3 DVD-R 3枚 国立極地研究所 
      
モニタリング研究観測・地学部門・ 
極域衛星モニタリング観測  担当者 上村 剛史 






















極地研究所に転送 1セット 国立極地研究所 






















2006/1/31 チャート紙／RD2212 12冊 
国立極地研究所 









2006/2/6 3.5インチMO・640MB 3枚 国立極地研究所 
      
モニタリング研究観測・地学部門・ 
南極プレートにおける地学現象のモニタリング  担当者 江川 晋子 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録機 数量 保管機関 
潮位アナログ記録 2005/2/1- 2006/1/31 チャート紙 mR-180 12冊 海洋潮汐連続観測 
潮位ディジタル記録 2005/2/1- 2006/1/31 3.5インチMO・640MB 1枚 
海上保安庁海
洋情報部 














地理院に転送 1セット 国土地理院 
昭和基地地学棟にお
ける地電位連続観測 地電位,地磁気 3成分 
2005/2/1- 
2006/1/31 DVD-RW 2枚 国立極地研究所 




長谷川 恭久  
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録








2005/10 CD-R １枚 寒冷・高所環境下に
おける生体反応 24 時間 心電図・血圧
変動測定結果 
2004/12- 







     
モニタリング研究観測・生物・医学系・ 
海洋大型動物モニタリング  担当者 
渡邉 研太郎 
長谷川 恭久 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録機 数量 保管機関 
ルッカリー画像 2005/11-12 CD-R 1枚 
ペンギン個体数調査 
調査結果・画像 〃 CD-R 1枚 
国立極地研究所 
      
モニタリング研究観測・衛星受信部門・ 
極域衛星モニタリング観測  担当者 江川 晋子 
観測名 データ内容 記録期間 記録媒体・記録仕様・記録機 数量 保管機関 
Mサイズ D1カセットテープ 4巻 




















定常観測・気象部門 担当者   岩城 貴信 























定常観測・気象部門 担当者   西巻 英明 














































プロジェクト研究観測・気水圏部門      
南極域から見た地球規模環境変化の総合研究     担当者   五十嵐 誠 






































     担当者  越智 勝治  
長谷川 恭久  


















南極域から見た地球規模環境変化の総合研究   
担当
者 田阪 茂樹 




210Pb分析用試料 2005/2- 2006/1 昭和基地 
ガラス繊維















       
プロジェクト研究観測・気水圏部門・ 
南極域から見た地球規模環境変化の総合研究   
担当
者 五十嵐 誠 
観測名 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関 
表面積雪化学成分 昭和降雪 2005/2/10- 2005/10/15 昭和基地 ポリ袋 
中 ダ
ン 8箱 国立極地研究所 
 
       
プロジェクト研究観測・気水圏部門・ 
地球環境変動に伴う大気・氷床・海洋のモニタリング  担当者 田阪 茂樹 






容器 21本 東京大学 















プル 60本 国立極地研究所 










       
プロジェクト研究観測・気水圏部門・しらせ船上観測・ 
南極域から見た地球規模環境変化の総合研究  担当者 
往路：田阪 茂樹 
復路：佐々木 正史 
     （45次隊） 












ス瓶 36本 北見工業大学 
       
プロジェクト研究観測・地学部門・ 
GRACE衛星の地上検証（測地観測）計画  担当者 上村 剛史 











地表水サンプル 2004/12/19- 2006/2/6 沿岸露岩域 バイアル瓶 39本 国立極地研究所 
       
プロジェクト研究観測・地学部門・ 
昭和基地周辺地域における電磁場探査・古地磁気学的調査 担当者 佐藤 高晴 
































      
プロジェクト研究観測・生物・医学系・ 
季節海氷域における表層生態系と中・深層生態系の栄養循環に関する研究 担当者 渡邉 研太郎 









2005/2-12 昭和基地周辺 液浸固定試料 40 セット 国立極地研究所 






観測名 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関 
血中 ANP・BNP分析
用血漿試料 2005/9-10 昭和基地 
専用スピッ
ツ入り冷凍 38本 国立極地研究所 
寒冷・高所環境下に





ツ入り冷凍 20本 国立極地研究所 
       
モニタリング研究観測・生物・医学系・ 
陸上生態系モニタリング 担当者 長谷川 恭久  








（箱梱包） 4箱 島根大学 
       
プロジェクト研究観測・設営工学部門・ 
南極大陸における曝露繊維の表面特性変化の解明  担当者 行松 彰 
観測名 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関 
繊維試料の曝露試験 布曝露実験試料布 2005/2/1- 2006/1/21 昭和基地 
試料布（ビニ




プロジェクト研究観測・気水圏部門      
南極域から見た地球規模環境変化の総合研究   担当者   五十嵐 誠 
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関 




















表面積雪化学成分 ルート上表面積雪 2005/08/18-      09/24  
S16～中継拠







表面積雪化学成分 DF80積雪 2006/01/25 DF80 ポリ袋 中ダン10箱 極地研究所 
プロジェクト研究観測・気水圏部門      
南極域から見た地球規模環境変化の総合研究   担当者   五十嵐 誠 
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関 
表面積雪化学成分 ルート上表面積雪 
2005/10/18- 
     11/8、 
2006/01/29- 
     02/10 
ドームふじ基
地～S16 ルー






 10箱 極地研究所 
積雪内水蒸気輸送研究 ドームふじ積雪 2006/01/22 ドームふじ基
地 ポリ袋 
中ダン 
 2箱 名古屋大学 











































低温環境下におけるヒトの医学・生理学的研究  担当者   越智 勝治  














帰国年月日 隊長名 副隊長名 年度 隊次 主な観測テーマ，特記事項 （）内
は越冬 
出発年月日 












  永田  武 ○ 西堀栄三郎 
(0) 
32 2 氷状悪化のため｢宗谷｣接岸できず，越冬断念 
50 




























36.10.30 37.4.17   吉川 虎雄   原田 美道 




‐ ‐ ‐   ‐   ‐ 





































○ 松田 達郎   川口 貞男 










○ 小口  高 
  大瀬 正美 






  清野善兵衛 
  國分  征 
(30) 48.4.20 




  楠   宏 ○ 平澤 威男 








  村山 雅美 

















○ 芳野 赳夫   平澤 威男 
(30) 52.4.20 
51 18 




○ 楠   宏   國分  征 
(30) 53.4.20 
52 19 






















  木崎甲子郎 ○ 川口 貞男 






○ 吉田 栄夫 
  福西  浩 




















































  吉田 栄夫 ○ 内藤 靖彦 









  星合 孝男 
※ 鮎川  勝 









○ 渡邉 興亞 
  佐藤 夏雄 









○ 江尻 全機 
  竹内 貞男 









○ 内藤 靖彦 
  佐野 雅史 









  國分  征 





























  渡邉 興亞 ○ 横山宏太郎 







  上田  豊 
  石沢 賢二 
 










  川田 邦夫 










○ 山内  恭 













































○ 本吉 洋一   加藤 好孝 
(40) 13.11.28 14.3.28 ○ 神山 孝吉 




専用海洋観測船により南極海を集中観測     14.3.10 
  西尾 文彦 
    
(40) 14.11.28 15.3.28 ○ 小島 秀康 




専用海洋観測船により南極海を集中観測     15.3.17 
  鮎川  勝 
◇ 小達 恒夫 
(40) 15.11.28 16.3.27 ○ 山岸 久雄 





(3-1)     16.2.13 
  神田 啓史 
    
(37) 16.11.28 17.3.28 ○ 渡邉研太郎 







    17.2.9 
  松原 廣司 
    
(37) 17.11.28 18.3.28 ○ 神山 孝吉 








    18.2.9 
  白石 和行 
  勝田  豊 
(注)１.※印はあすか観測拠点の越冬副隊長，☆印はドームふじ観測拠点，◇印は専用観測船 
    ２.＿線は専用観測船による派遣者の出発日及び帰国日 

































































































































職名 氏名 講座名 備考 
教授・専攻長 澁 谷 和 雄 極域水陸圏科学講座   
江 尻 全 機 極域気圏科学講座   
麻 生 武 彦 〃   
佐 藤 夏 雄 〃   
山 岸 久 雄 〃   
神 山 孝 吉 〃   
藤 井 理 行 〃   
山 内   恭 〃   
教授 
和 田   誠 〃   
 
小 島 秀 康 極域水陸圏科学講座   
白 石 和 行 〃   
本 吉 洋 一 〃   
森 脇 喜 一 〃   
小 達 恒 夫 〃   
神 田 啓 史 〃   
 
福 地 光 男 〃   
門 倉   昭 極域気圏科学講座 平成 17 年 10 月 1 日から 
田 口   真 〃 〃 
宮 岡      宏 〃   
東   久美子 〃 平成 17 年 10 月 1 日から 
伊 藤   一 〃 〃 
土 井 浩一郎 極域水陸圏科学講座 〃 
野 木 義 史 〃   
船 木   實 〃   
三 澤 啓 司 〃   
伊 村   智 〃 平成 17 年 10 月 1 日から 
工 藤   栄 〃 〃 
髙 橋 晃 周 〃 〃 
助教授 
渡 邉 研太郎 〃   
行 松     彰 極域気圏科学講座   
岡 田 雅 樹 〃   
森 本 真 司 〃   
平 沢 尚 彦 〃   
堤      雅 基 〃   
海 老 原 祐輔 〃   
牛 尾 収 輝 〃   
橋 田   元 〃   
古 川 晶 雄 〃   
今 榮 直 也 極域水陸圏科学講座   
海 田  博 司 〃   
助手 
金 尾 政 紀 〃   
 
外 田 智 千 〃   
三 浦 英 樹 〃   
山 口   亮 〃   
内 田 雅 己 〃   
加 藤 明 子 〃   
 
平 譯   享 〃   
 
極域科学専攻教員の定員・現数 
区分 講座 定員 現員 (現員)-(定員) 
極域気圏科学 6 8 2 
極域水陸圏科学 9 8 △1 教授 
計 15 16 1 
極域気圏科学 1 5 4 
極域水陸圏科学 2 8 6 助教授 
計 3 13 10 
極域気圏科学 6 9 3 
極域水陸圏科学 12 9 △3 助手 
計 18 18 0 
極域気圏科学 13 22 9 
極域水陸圏科学 23 25 2 合計 
計 36 47 11 
 
4.在籍者一覧           平成 17年 10月 1日現在 
年次 入学年度 学生氏名 教育研究指導分野 備考 
H10（10 月） 荒井 頼子 極域水圏 （平成 17 年 9 月修了） 
H14 玉置 美奈子 極域陸圏   
H14（10 月） 山之口  勤 極域陸圏   
H15 鈴木 香寿恵 極域大気圏   
３年次 
H17 出口 大樹 極域大気圏   
２年次 H16 上村 剛史 極域陸圏 休学中（H16.10.1～H18.3.31） 
H17 西岡 文維 極域陸圏   
H17 本吉 弘岐 極域大気圏   
H17 吉田 明夫 極域陸圏   
１年次 
H17（10 月） 杉崎 彩子 極域陸圏   
5.学位取得者一覧 









 １年次 ２年次 ３年次 合計 
平成５年度 5   5 
平成６年度 2 5  7 
平成７年度 5 2 5 12 
平成８年度 6 5 4 15 
平成９年度 3 6 7 16 
平成１０年度 5 3 9 17 
平成１１年度 5 4 7 16 
平成１２年度 3 5 6 14 
平成１３年度 4 3 5 12 
平成１４年度 3 4 8 15 
平成１５年度 2 3 11 16 
平成１６年度 2 2 8 12 











９月    
平成７年度 
３月 3 0 3 
3 
９月 2 0 2 
平成８年度 
３月 0 0 0 
2 
９月 1 0 1 
平成９年度 
３月 1 0 1 
2 
９月 1 0 1 
平成１０年度 
３月 4 1 5 
6 
９月 2 1 3 
平成１１年度 
３月 2 1 3 
6 
９月 0 2 2 
平成１２年度 
３月 4 0 4 
6 
９月 0 0 0 
平成１３年度 
３月 1 1 2 
2 
９月 0 0 0 
平成１４年度 
３月 1 0 1 
1 
９月 2 0 2 
平成１５年度 
３月 4 0 4 
6 
９月 3 0 2 
平成１６年度 
３月 2 0 3 
5 
９月 1 0 1 
平成１７年度 


































山内  恭 




























































































































































  平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
国立大学 23 25 26 28 20 20 
公立大学 1 1 2 3 0 3 
私立大学 4 4 3 2 2 2 







当研究所の研究成果刊行物には, 南極資料 (年 3 回定期刊行物), Memoirs of National Institute of 
Polar Research, Series A, B, C, D, E, F, Special Issue (不定期)がある. さらに 平成 9 年度か
らは Antarctic Meteorite Research  (Proceedings of the NIPR Symposium on Antarctic Meteorites 
の継続後誌) (年 1 回), 平成 10 年度からは Polar Meteorology and Glaciology, Polar Geoscience, 
Polar Bioscience (Proceedings of the NIPR Symposium on Polar Meteorology and Glaciology, 
Antarctic Geosciences, Polar Biology の継続後誌) (各年 1 回), 平成 11 年度からは Advances in 
Polar Upper Atmosphere Research (Proceedings of the NIPR Symposium on Upper Atmosphere Physics
の継続後誌) (年 1 回) と Proceedings of the NIPR Symposium として出版されていた欧文 5 誌の誌
名が  すべて変更された. この 5 誌の通称名を極地研英文ジャーナル（Journal of NIPR）とした. JARE 
Data Reports (不定期, 10 カテゴリーのうち年約 10 回),  NIPR Arctic Data Reports  (不定期),   
Antarctic Geological Map Series  (不定期),  Special Map Series of National Institute of Polar 
Research (不定期), Catalog (不定期)がある. 平成 12 年度より新しいジャンルとして極地選書を出版
する (不定期). これらの編集・出版業務は図書係で行っている.  
極地選書および Map Series 以外は、2003 年発行分より、情報図書室 OPAC(オンライン所蔵目録)から
キーワード検索、Abstracts, 本文 PDF 表示が可能である。
(URL:http://libsv.nipr.ac.jp/mylimedio/search/search-input.do?) 
既発行約 40 年分について国立情報学研究所による論文情報ナビゲータ CiNii（URL: 
http://ci.nii.ac.jp/cinii/servlet/CiNiiTop#）からキーワードで検索、本文 PDF ファイルを表示可




2.1)  南 極 資 料 (3 冊) 
Vol. 49, No. 2 ( July 2005, p.145-243） 
高橋弘樹･半貫敏夫･鮎川 勝・阿部 修 : 昭和基地管理棟後流域建物周辺の吹きだまり観測と 人工
雪を用いた風洞模型実験,145-181(研究論文). 
森本真司･田中洋一 : 連続観測システムの遠隔監視用小型データ収録装置の開発, 182-191(研究ノー
ト). 
斎藤隆志･木下 淳 : 第 43 次南極地域観測隊内陸行動報告 2002-2003 (第二期ドームふじ氷床深層
掘削計画関連),192-206(報告). 
亀田貴雄・大日方一夫･高橋 暁･谷口健治･杉田興正･藤田耕史･栗崎高士･中野 啓 : 南極ドームふ
じ観測拠点での新掘削場の建設 -第 44 次ドームふじ越冬隊による作業-,207-243(報告). 
 
Vol. 49, No. 3（ Nov. 2005, p.245-350） 




渋谷和雄 : 南極ペネトレーターのインターフェイス・ソフトウェアの開発,292-308 (報告). 
神田啓史 : 第 45 次南極地域観測隊夏隊報告 2003-2004,309-336 (報告). 
伊藤 一 :ポーランド北極観測基地ホーンスンの紹介,337-344 (報告). 
金尾政紀 :「北極における固体地球科学研究の現状と展望に関する研究集会」報告, 345-350  (シン
ポジウム/会合報告). 
 
Vol. 50, No. 1（ March 2006, p.1-113） 
山岸久雄 : 第 45 次南極地域観測隊越冬報告 2004-2005 -昭和基地及び沿岸地域の活動- ,1-67(報告). 
本吉洋一・廣井美邦・Satish-Kumar,M. ・加々島慎一・隅田祥光・石川尚人 : 第 46 次南極地域観測
隊リュツォ・ホルム湾, プリンスオラフ海岸及び西エンダビーランド地質・古地磁気夏期野外調査
報告 2004-2005, 68-85 (報告). 
長田和雄・林 政彦・塩原匡貴・原圭一郎・和田 誠・橋田 元・森本真司・矢吹正教・山内 恭 : 
南極・昭和基地における清浄大気観測室の設置について, 86-102 (報告). 




2.2)  Memoirs of National Institute of Polar Research Special Issue 
No. 59:  Proceedings of the third International Symposium on the Arctic Research and 
Seventh Ny-Ålesund Scientific Seminar, 22-24 February 2005, Tokyo. 226 p. March 2006. 
 
2.3)  極地研英文ジャーナル (Journal of NIPR) 
Advances in Polar Upper Atmosphere Research 
No. 19, 154 p. Sep. 2005(5 scientific papers, 5 research notes, 1 review, 1 report) 
Polar Meteorology and Glaciology 
No. 19, 140 p. Nov. 2005(5 scientific papers, 4 scientific notes, 1 report) 
Polar Geoscience 
  No. 18, 164 p. Oct. 2005(11 scientific papers) 
Polar Bioscience 
  No. 19, 150 p. Jan. 2006(11 scientific papers, 2 scientific notes) 
 
2.4)  JARE Data Reports 
No. 283 (Earth Science 6) Syowa superconducting gravimeter raw data and the Associated 
Expedition Reports (Explanatory CD-ROM), by Kazuo Shibuya, Koichiro Doi, Tadahiro 
Sato and Yoshiaki Tamura. 34 p. Aug. 2005. 
No. 284 (Marine Biology 32) Plankton sampling on board Shirase in 1997-2001 - NORPAC standard 
net samples- by Eriko Sawabe, Kunio T. Takahashi, Haruko Umeda and Mitsuo Fukuchi. 
16 p. Nov. 2005. 
No. 285 (Seismology 40) Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 2004, by 
Koichiro Doi and Masaki Kanao. 112 p. March 2006. 
No. 286 (Marine Biology 33) Plankton sampling on board Shirase in 1999-2004 -Continuous 
plankton recorder survey-by Kunio T. Takahashi, Graham W. Hosie, Haruko Umeda, Toru 
Hirawake and Mitsuo Fukuchi．15 p. March 2006. 
No. 287 (Upper Atmosphere Physics 22) Upper atmosphere physics data obtained at Syowa Station 
in 2002 by Yoshinori Yamada, Joji Yamashita, Yasuaki Yoshihiro, Noriaki Obara, 
Masayuki Kikuchi, Akira Kadokura and Makoto Taguchi. 59 p. March 2006. 
No. 288 (Upper Atmosphere Physics 23) Upper atmosphere physics data obtained at Syowa Station 
in 2003 by Akira Kadokura, Kaoru Sato, Megumi Yokoyama, Kei Nakano, Masayuki Kikuchi 
and Makoto Taguchi. 59 p. March 2006. 
No. 289 (Upper Atmosphere Physics 24) Upper atmosphere physics data obtained at Syowa Station 
in 2004 by Kiyoshi Matsuzawa, Satoshi Ohichi, Makoto Taguchi and Akira Kadokura. 
59 p. March 2006. 
No. 290 (Marine Biology 34) Chlorophyll a concentration of phytoplankton during a cruise 
of the 45th Japanese Antarctic Research Expedition in 2003-2004 by Toru Hirawake, 
Masako Iida, Masahiro Matsuzaki, Sakae Kudoh and Mitsuo Fukuchi. 7 p. March 2006. 
No.291 (Marine Biology 35) Chlorophyll a concentration of phytoplankton during a cruise of 
the 46th Japanese Antarctic Research Expedition in 2004-2005 by Akihisa S. Otsuki, 
Toru Hirawake and Mitsuo Fukuchi. 8 p. March 2006. 
No. 292 (Ionosphere 75) Radio observation data at Syowa Station, Antarctica, during 2004 by 
Sachihito Kawana and Kenro Nozaki. 94 p. March 2006. 
 
    3）年度別出版冊数及び頁数 
平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
区  分 
冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 冊数 (頁数) 
南極資料 3   (304) 5  (630) 3   (514) 3   (299) 3   (319) 
Mem. NIPR1 2   (507) 1  (206) 1   (282)     1   (226) 
APUAR2 1   (203) 1  (191) 1   (188) 1   (151) 1   (154) 
PMG3 1   (149) 1  (165) 1   (132) 1   (136) 1   (140) 
PG4 1   (265) 1  (152) 1   (270) 1   (173) 1   (164) 
AMR5 1   (184) 1  (247)   2   (544)  
PB6 1   (131) 1  (114) 1   (148) 1    (92) 1   (150) 
JARE DR7 6   (542) 10  (811) 5   (752) 4   (272) 10   (463) 
NIPR ADR8 1   (204)     1   (112)   
AGMS9    1    (29)     
SPM10 1 地図のみ        
極地選書 1   (190)        
計 19 (2,679) 21 (2,516) 14 (2,315) 14 (1,779) 18 (1,616) 
 
1Memoirs of National Institute of Polar Research, Special Issue 
2Advances in Polar Upper Atmosphere Research 
3Polar Meteorology and Glaciology 
4Polar Geoscience 
5Antarctic Meteorite Research 
6Polar Bioscience 
7JARE Data Reports 
8NIPR Arctic Data Reports 
9Antarctic Geological Map Series 











上田  豊 
岩田 修二 
小池 勲夫 
谷口  旭 
中澤 高清 
 
福西  浩 
本堂 武夫 
増澤 武弘 


































  １．運営会議の委員の構成について 
  ２．当面の課題について 
  ３．今後の審議スケジュールについて 




  １．所長選考について 
  ２．南極地域観測事業について 
  ３．平成17年度共同研究について 
  ４．平成17年度年度計画について 




  １．所長選考について 




  １．所長候補者の選考方法について 
  ２．所長候補者選考について 




  １．国立極地研究所長候補者の選考について 




  １．運営会議副議長の選出について 
  ２．運営会議規則の一部改正について 
  ３．南極地域観測第Ⅶ期計画について 
  ４．南極地域観測事業について 
  ５．運営会議の責任のあり方について 
  ６．その他 
 
第 10回運営会議 平成18年3月1日（水） 
議 題 
  １．名誉教授の称号授与について 
  ２．研究教育職員の人事について 
  ３．平成18年度一般共同研究について 
  ４．今後の教員人事の進め方について 
















































ア 顧問会議   イ 研究所会議    ウ 教授会議 
エ 所長室会議   オ 人事会議    カ 教員会議 
キ 財務委員会   ク 低温資料委員会   ケ 総合計画会議 
コ 南極観測中長期計画委員会 サ 航空機利用検討委員会   シ 後継船検討委員会 
ス 移転委員会   セ 国際企画委員会   ソ 危機管理委員会 
タ 施設整備委員会  チ 定常観測連絡会   ツ 隊長等選考委員会 
テ 南極観測委員会  ト 南極観測隊支援連絡会   ナ 情報図書委員会 
ニ 極域情報基盤センター運営委員会 ヌ ｽﾍﾟｰｽ･ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ事業委員会  ネ 知的財産委員会 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏名 所属職 国名 用務
本山　秀明 助教授 17.4.10 ～17.4.13 中国
第1回「気候と雪氷圏」国際科学会議出席（First CliC
International Sciense Conference） CliC:Climate and
Cryosphere
平沢　尚彦 助手 17.4.11 ～17.4.15 中国 WCRP/CliCプログラム国際集会参加
宮岡　宏 助教授 17.4.12 ～17.4.17 ﾌﾗﾝｽ 第68回欧州非干渉散乱ﾚｰﾀﾞ科学諮問委員会出席のため
渡邉　興亞 名誉教授 17.4.19 ～17.4.26 中国 ASSW(北極科学ｻﾐｯﾄ週間)に出席








藤田　秀二 助教授 17.4.24 ～17.5.1 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ EGUGA2005出席・研究成果発表、情報収集






白石　和行 教授 17.5.8 ～17.5.13 ﾄﾞｲﾂ
05/06年ﾄﾞﾛﾆﾝｸﾞﾓｰﾄﾞﾗﾝﾄﾞ航空網(DROMLAN)に関する会議及びAWI九航
空機観測ｾﾐﾅｰ参加
野木　義史 助教授 17.5.8 ～17.5.14 ﾄﾞｲﾂ
国際集会（SEMINAR ON AIRBORNE OPERATION IN POLAR
REGIONS:STATUS AND FUTURE PROSPECTE)参加
藤田　秀二 教授 17.5.8 ～17.5.15 ﾄﾞｲﾂ
「氷床探査レーダによる東南極氷床内部と底面のダイナミクイス
の解明」に関する研究打合せと討論及び、会合「The Seminar on
Airborne Operation in Polar Regions and Vision for the
Future」出席
藤井　理行 教授 17.5.9 ～17.5.13 中国 IPCCの第4次報告書第1作業部会の第2回執筆者会合出席
平沢　尚彦 助手 17.5.9 ～17.5.14 ﾄﾞｲﾂ
国際集会（Seminar on Airborne Operations in Polar
Regions:Status and Future Prospects）への参加
江尻　全機 教授 17.5.10 ～17.5.15 ﾃﾞﾝﾏｰｸ
DMI表敬訪問及び研究打合せ
 日本・ﾉﾙｳｪｰ極域科学ｾﾐﾅｰ参加
麻生　武彦 教授 17.5.10 ～17.5.18 ﾉﾙｳｪｰ 日本・ﾉﾙｳｪｰ極域科学ｾﾐﾅｰ参加、事前打ち合わせ
堤　雅基 助手
内藤　靖彦 名誉教授
渡邉　興亞 名誉教授 17.5.11 ～17.5.16 ﾉﾙｳｪｰ 日本・ﾉﾙｳｪｰ極域科学ｾﾐﾅｰ参加
高橋　晃周 助教授 17.5.15 ～17.5.22 ｶﾅﾀﾞ ESSASｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ出席、研究打合せ
金尾　政紀 助手 17.5.16 ～17.5.19 中国 第12回ｿｳﾙ国際極地科学ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ出席
白石　和行 教授 17.5.17 ～17.5.19 韓国 第12回ｿｳﾙ国際極地科学ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ出席
小達　恒夫 教授 17.5.23 ～17.5.28 英国
ICCED参加，南極海における生態系変動に関する研究打合せ
内田　雅己 助手 17.5.28 ～17.6.5 ﾉﾙｳｪｰ 海洋実験施設開所式参加
江尻　全機 教授 17.6.4 ～17.6.12 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 第28回南極条約協議国会議出席
伊藤　一 助教授
本吉　洋一 教授
船木　實 助教授 17.6.5 ～17.6.16 ｲﾝﾄﾞ
Dr.G.V.S. Poornachandra Raoと研究計画及び飛行コース等の打合
せ，飛行許可書の取得と申請




高橋　晃周 助教授 17.6.12 ～17.6.25 英国
Biologiging 2 conference参加、海鳥類調査、研究打合せ













藤田　秀二 助教授 17.6.19 ～17.6.22 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 第2回ｱｼﾞｱ･ｵｾｱﾆｱ地球科学連合学会出席
海老原　祐輔 助手 17.6.19 ～17.6.24 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 極域複合ｼｽﾃﾑのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研究
塩原　匡貴 助教授
田口　真 助教授
内田　雅己 助手 17.6.25 ～17.8.4 ﾉﾙｳｪｰ 極域陸上生態系の形成過程および炭素循環に関する調査
海老原　祐輔 助手 17.6.26 ～17.6.30 米国 南極点吉観測責任者会議出席
田口　真 助教授 17.7.4 ～17.7.8 中国 高性能ｵｰﾛﾗ観測装置の開発と観測結果の検討打合せ
藤井　理行 教授 17.7.10 ～17.7.18 ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ
第17回南極観測責任者評議会会合(COMNAP)並びに南極設営及び行動
に関する常設委員会(SCALOP）出席
白石　和行 教授 17.7.10 ～17.7.19 ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ
第17回南極観測責任者評議会会合(COMNAP)並びに南極設営及び行動
に関する常設委員会(SCALOP）出席
佐藤　薫 助教授 17.7.15 ～17.7.25 ﾌﾗﾝｽ IAGA参加、発表
船木　實 助教授 17.7.17 ～17.7.30 ﾌﾗﾝｽ IAGA会議出席
門倉　昭 助教授 17.7.19 ～17.7.27 ﾌﾗﾝｽ
第10回IAGA（国際地球電磁気学超高層物理学協会）科学会議への出
席及び研究発表
神田　啓史 教授 17.7.21 ～17.7.23 韓国
大陸性南極と海洋性南極の湖沼生物の比較研究に関する韓国極地研
究所（KOPRI）Dr.Hosung Chung氏との研究打合せ
伊村　智 助教授 17.7.21 ～17.8.1 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ SCAR 生物ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、RISCCﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加
本山　秀明 助教授 17.8.2 ～17.8.6 中国 国際気象学大気科学協会（IAMAS）2005年北京大会出席
塩原　匡貴 助教授 17.8.2 ～17.8.12 中国 国際気象学大気科学協会（IAMAS）2005年北京大会出席
内田　雅己 助手 17.8.5 ～17.8.15 ﾉﾙｳｪｰ
極域陸上生態系の形成過程及び炭素循環に関する研究後の打合せ及
び情報収集
東　久美子 助教授 17.8.14 ～17.8.20 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 年代決定会議に出席
土井　浩一郎 助教授 17.8.21 ～17.8.26 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ IAG，IAPSOの合同会議において研究発表
高橋　邦夫 助手 17.8.21 ～17.8.27 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ﾏﾘﾝｾﾝｻｽ関係会議に出席
渋谷　和雄 教授 17.8.21 ～17.8.27 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ Dynamic Planet 2005(IAG,IAPSOの合同国際会議）参加
田口　真 助教授 17.8.24 ～17.9.10 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ ｵｰﾛﾗ共役点観測
門倉　昭 助教授 17.8.24 ～17.9.14 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ ｵｰﾛﾗ共役点観測




江尻　全機 教授 17.8.25 ～17.8.31 中国 研究打合せ
海老原　祐輔 助手 17.8.25 ～17.8.31 中国 極域複合ｼｽﾃﾑのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研究














麻生　武彦 教授 17.8.26 ～17.9.5 ｶﾅﾀﾞ 第32回光学による大気研究年次会合出席
外田　智千 助手 17.8.27 ～17.9.5 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ STOMP-ConferenceおよびWorkshop参加
平譯　享 助手 17.9.3 ～17.9.9 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 「東南極における生態系変動に関するワークショップ」出席
東　久美子 助教授 17.9.4 ～17.9.10 中国 高山域の氷河と機構記録に関する国際会議に出席
三宅　隆之 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 17.9.4 ～17.9.11 中国






17.9.9 ～17.9.21 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ TSRCｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑでの口頭発表
平譯　亨 助手 17.9.10 ～17.9.18 ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 第9回JCADM(南極ﾃﾞｰﾀ管理合同委員会)出席
山口　亮 助手 17.9.10 ～17.9.18 米国 第68回国際隕石学会参加口頭発表
第2回ｱｼﾞｱ･ｵｾｱﾆｱ地球科学連合学会出席
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ17.6.25～17.6.19
三澤　啓司 助教授 17.9.10 ～17.9.18 米国 隕石学会評議委員会出席、第68回隕石学会出席発表
金尾　政紀 助手 17.9.11 ～17.9.17 ﾛｼｱ
固体地球ﾘｿｽﾌｪｱのｱｸﾃｨﾌﾞ地球物理ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞに関する第2回国際ﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ参加
今栄　直也 助手 17.9.11 ～17.9.18 米国 第68回隕石学会出席口頭発表
三浦　英樹 助手 17.9.16 ～17.9.22 ｲﾀﾘｱ International Workshopに参加
永田　勝 会計課長
熊谷　宏靖 学術振興係員
東　久美子 助教授 17.9.23 ～17.9.30 ｲﾀﾘｱ 極域と第4紀機構に関する会議に出席
麻生　武彦 教授 17.9.24 ～17.9.30 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ POLAR MLT WORKSHOPに出席
堤　雅基 助手 17.9.24 ～17.10.2 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ POLAR MLT WORKSHOPに出席
森本　真司 助手 17.9.24 ～17.10.2 米国 第7回国際CO₂会議において研究成果発表
牛尾　収輝 助手 17.10.8 ～17.10.14 ｲﾀﾘｱ
国際南大洋研究計画(iAnZone）会合及び国際ﾛｽ海ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ出席
渋谷　和雄 教授 17.10.12 ～17.10.16 米国 GRACE Team Meeting参加のため
麻生　武彦 教授 17.10.19 ～17.10.20 中国 EISCAT評議会出席
高橋　晃周 助教授 17.10.22 ～17.10.30 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
南極海洋生物資源保存条約科学委員会及び本会合の一部に出席
渋谷　和雄 教授 17.10.22 ～17.10.30 ﾄﾞｲﾂ
「日本ルクセンブルグサイエンスカンファレンス」発表参加「南極
での地上検証比較計画」打合せ
伊藤　一 助教授 17.10.23 ～17.10.29 ﾉﾙｳｪｰ 第23回ﾆｭｰｵﾙｽﾝ観測調整会議出席
麻生　武彦 教授 17.10.23 ～17.11.7 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ALIS-INEXｵｰﾛﾗﾄﾓｸﾞﾗﾌｨｷｬﾝﾍﾟｰﾝ観測のため
岡田　雅樹 助手 17.10.24 ～17.10.28 ｲﾝﾄﾞ 極域複合ｼｽﾃﾑのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ











東　久美子 助教授 17.11.2 ～17.11.5 ﾌﾗﾝｽ IUGG国際雪氷圏科学委員の事務局会議出席
神田　啓史 教授 17.11.8 ～17.11.14 ﾃﾞﾝﾏｰｸ
第2回国際北極研究計画会議(ICARPP-Ⅱ）及び運営員会議参加
伊藤　一 助教授 17.11.9 ～17.11.15 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 第2回北極研究計画立案国際会議出席
岡田　雅樹 助手 17.11.14 ～17.11.18 米国
The International Conference for High Performance Computing
Networking and Storageに参加
佐藤　夏雄 教授 17.11.15 ～17.11.23 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ ｵｰﾛﾗ観測とﾒﾝﾃﾅﾝｽ
森本　真司 助手 17.11.22 ～17.11.26 中国
観測ｻｲﾄの保守作業及、温室効果気体観測機器の保守作業




















船木　實 助教授 17.12.4 ～17.12.21 ｲﾝﾄﾞ ｲﾝﾄﾞでの長距離飛行実験のため
森本　真司 助手 17.12.11 ～17.12.18 中国
観測ｻｲﾄの保守作業及、温室効果気体観測機器の保守作業









三宅　隆之 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 18.1.22 ～18.1.26 米国 ｱｲｽｺｱ融解装置開発打合せ
渡邉　興亞 名誉教授 18.1.29 ～18.2.5 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ IASC(国際北極科学委員会)に参加
船木　實 助教授 18.2.17 ～18.2.25 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
研究計画打合せ，飛行許可申請手続き，Ｆｕｇｒｏ社と研究打合せ
東　久美子 助教授 18.2.28 ～18.3.5 ｶﾅﾀﾞ 北太平洋気候ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟに出席
塩原　匡貴 助教授 18.3.5 ～18.3.12 ﾉﾙｳｪｰ 雲エアロゾル光学観測及び機器の点検調整
三澤　啓司 助教授 18.3.10 ～18.3.19 米国
"The Martian Timesale"シンポジウム出席,第37回月惑星科学会議出
席口頭発表
山口　亮 助手 18.3.11 ～18.3.19 米国 月惑星科学会議出席研究成果発表
吉岡　博 総務係主任
大川　由美子 用度係員
荒井　朋子 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 18.3.12 ～18.3.19 米国 月惑星科学会議出席
高橋　邦夫 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究員 18.3.13 ～18.3.21 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 南太陽動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ遺伝解析についての打合せ
船木　實 助教授 18.3.15 ～18.3.25 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 調査研究打合せ及び飛行実験
神田　啓史 教授 18.3.16 ～18.3.18 英国 動向調査
土井　浩一郎 助教授
澁谷　和雄 教授





東　久美子 助教授 18.3.19 ～18.3.23 ﾃﾞﾝﾏｰｸ
ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ氷床深層ｺｱ掘削計画に関する打合せ会議に出席
福地　光男 教授 18.3.20 ～18.3.22 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 日豪プランクトン共同観測プランクトン標本の一次処理
金尾　政紀 助手 18.3.20 ～18.3.30 ﾛｼｱ 広帯域地震計ﾃﾞｰﾀの回収と統計処理研究打合せ
藤井　理行 教授 18.3.22 ～18.3.26 ﾄﾞｲﾂ ASSW(北極科学ｻﾐｯﾄ週間)に参加、
山岸　久雄 教授 18.3.22 ～18.3.29 ｶﾅﾀﾞ 国際ﾘｵﾒｰﾀﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ出席
伊藤　一 助教授 18.3.25 ～18.3.31 ﾄﾞｲﾂ ASSW(北極科学ｻﾐｯﾄ週間)に出席























◇ 第 46 次越冬隊 
出張期間 
平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 28
日 
(出発日は平成 16 年 11 月 28 日) 
 ※越智 勝治の帰国日は平成 19 年 1 月  
14 日 
◇第 47 次越冬隊 
出張期間 
平成17年 11 月 28日～平成18年 3 月 31日 
(帰国日は平成 19 年 3 月 28 日) 
◇第 47 次夏隊 
出張期間 
平成17年 11 月 28日～平成18年 3 月 28日 
渡邉 研太郎   助教授 
行松 彰     助手 
五十嵐 誠    プロジェクト研究員 
原 圭一郎    プロジェクト研究員 
上村 剛史    助手 
周藤 美津秋   技術職員 
三宅 八朗    技術職員 
遠藤 伸彦    技術職員 
小幡 直人    技術職員 
五十嵐 哲也   技術職員 
髙木 善信    技術職員 
小林 正幸    技術職員 
原田 輝一    技術職員 
岸本 栄二    技術職員 
越智 勝治※   技術職員 
長谷川 恭久   技術職員 
藤井 純一    技術職員 
張替 一史    技術職員 
岡林 功     技術職員 
溝淵 裕史    技術職員 
奥平 毅     技術職員 
山崎 哲秀    技術職員 
神山 孝吉    教授 
三浦 英樹    助手 
渡井 智則    極地観測研究員 
岩﨑 正吾    技術職員 
山本 道成    技術職員 
森山 功一    技術職員 
鈴木 博文    技術職員 
室田 恭宏    技術職員 
藤原 淳    技術職員 
上原 誠    技術職員 
髙松 次郎    技術職員 
角  治男    技術職員 
河村 正治    技術職員 
原  稔    技術職員 
朽網 留美子   技術職員 
安藤 浩二    技術職員 
永木 毅    技術職員 
石井 浩    技術職員 
蓮池 久永    技術職員 
井熊 英治    技術職員 
森 章一    技術職員 
山口 正人    事務職員 
白石 和行    教授 
勝田 豊    技術職員 
藤沢 正孝    技術職員 
野木 義史    助教授 
秋山 護穂    極地観測研究員 
鈴木 充    技術職員 
神藏 良隆    技術職員 
 
◇ドームふじ基地派遣 
本山 秀明 出張期間 平成 17 年 10 月 30 日～平成 18 年 2 月 9 日 助教授 
田中 洋一 出張期間 平成 17 年 10 月 30 日～平成 18 年 2 月 9 日 プロジェクト研究員 
吉本 隆安 出張期間 平成 17 年 10 月 30 日～平成 18 年 2 月 9 日 プロジェクト研究員 
藤田 秀二 出張期間 平成 17 年 10 月 30 日～平成 18 年 2 月 9 日 助教授 
齋藤 健  出張期間 平成 17 年 10 月 30 日～平成 19 年 3 月 28 日 プロジェクト研究員 
渡辺 原太 出張期間 平成 17 年 10 月 30 日～平成 18 年 1 月 14 日 技術職員 
 
◇外国共同 平成 17 年度 




氏名  カズフミ ヒグチ（Kazufumi Higuchi） 
所属・職 カナダ気象局炭素循環 グループ・グループ長 
招聘期間 平成 18年 1月 4日～平成 18年 3月 31日 
研究課題 数値モデルによる炭素循環の研究 
受入研究部門等 気水圏研究グループ  
 
２）日本学術振興会外国人特別研究員 
氏名  ダニエル ジョセフ ダンクリー（Daniel Joseph DUNKLEY) 
所属・職 名古屋大学 研究助手(前職) 
招へい期間 平成 15年 11月 30日～平成 17年 12月 31日 
共同研究課題 東南極リュッツォ・フォルム変成岩帯の U-Pb地球年代学 
担当教員 本吉洋一 教授 
 
３）日本学術振興会外国人招へい研究者(長期)    
氏名  マルチネ アマルビクト (Martine AMALVICT) 
所属・職 ルイパスツール大学ストラスブール校 助教授 
招へい期間 平成 17年 3月 31日～平成 17年 9月 29日 
共同研究課題 南極での精密重力測定の地球科学への貢献、重力変化と垂直変位 
担当教員 澁谷和雄 教授 
 
４)外国人来訪者    
平成 17年    
4月 21日～4月 23日 Decleir Hugo  ﾍﾞﾙｷﾞｰ・ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ自由大学 
6月 5日～6月 10日  Monica M. Grady 英国・ｵｰﾌﾟﾝ大学・教授 
6月 5日～6月 12日  Alan E. Rubin  米国・ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学・研究員 
6月 6日～6月 9日  Thomas Burbine 米国・ﾏｳﾝﾄﾎﾘﾖｰｸｶﾚｯｼﾞ・研究員 
6月 6日～6月 9日  Mckay Gordon  米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6月 6日～6月 9日  Fritz Forg  ﾄﾞｲﾂ・ﾌﾝﾎﾞﾙﾄ大学自然博物館・研究員 
6月 6日～6月 9日  Ming Chen  中国・中国科学院・教授 
6月 6日～6月 9日  Deqiang Wang 中国・中国科学院・助教授 
6月 6日～6月 18日  Nyqist Laurence 米国・ｱﾒﾘｶ航空宇宙局ｼﾞｮﾝｿﾝｽﾍﾟｰｽｾﾝﾀｰ・研究員 
6月 6日～6月 9日  Berczi Szaniszlo ﾊﾝｶﾞﾘｰ・ｴﾄﾎﾞｽﾞ大学・教授 
6月 6日～6月 9日  Jagoutz Emil  ﾄﾞｲﾂ・ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝ研究所・研究員 
6月 6日～6月 9日  Dreibus Gerlind ﾄﾞｲﾂ・ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝ研究所・研究員 
8月 1日～8月 5日  Thayyil Jayachandran ｶﾅﾀﾞ・ﾆｭｰﾌﾞﾙﾝｽｳｲｯｸ大学・助教授 
7月 15日～7月 30日 胡 澤駿（Hu Zejun） 中国・武漢大学電子信息学院・大学院学生 
7月 15日～7月 30日 楊 恵根（Yang Huigen） 中国・中国極地研究中心・副主任(教授) 
9月 1日～9月 14日  韓 徳勝(Han Desheng)  中国・中国極地研究中心・講師 
9月 1日～9月 14日  黄 徳宏(Huang Dehong) 中国・中国極地研究中心・講師 
10月 11日～10月 21日 Peter Dolinsky  Geopysical Institute of Slobak Academy  
of Science 
12月 6日～12月 13日 Ｗim Vyverman   ﾍﾞﾙｷﾞｰ・Univ.Gent 
12月 7日～12月 14日 Ｊohn Cynan Ellis-Evans 英国・英国南極調査所・研究部長 
平成 18年    
1月 21日～1月 29日 Bjorn Gustavsson  ﾉﾙｳｪｰ・ﾄﾛﾑｿ大学・研究員 
2月 6日～2月 15日  John Charles Priscu 米国・ﾓﾝﾀﾅ州立大学 
3月 20日～3月 26日 Bengt Hultqvist ｽｳｪｰﾃﾞﾝ・ｽｳｪｰﾃﾞﾝ宇宙物理学研究所・教授 
3月 22日～3月 27日 Roger Gendrin ﾌﾗﾝｽ・ﾌﾗﾝｽ極地研究所・教授 
3月 21日～3月 25日 Ching Meng  米国・ｼﾞｮｰﾝｽﾞ・ﾎﾌﾟｷﾝｽ大学・教授 
3月 21日～3月 29日 Nelson Maynard 米国・ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ大学・研究教授 
3月 21日～3月 29日 Alv Egeland  ﾉﾙｳｪｰ・ｵｽﾛ大学・教授 
 
 
５．職  員 
 
１）名  簿 
 
所 長          固体地球物理学   理博  島 村 英 紀 
所 長          氷河気候学     理博  藤 井 理 行 
所長事務取扱       磁気圏物理学    工博  江 尻 全 機 
副所長（研究教育担当）  超高層物理学・ 
             電子応用計測学   工博  麻 生 武 彦 
副所長（研究教育担当）  磁気圏物理学    理博  佐 藤 夏 雄 
副所長（極域情報担当）  磁気圏物理学    工博  江 尻 全 機 
副所長（極域観測担当）  氷河気候学     理博  藤 井 理 行 




教 授          超高層物理学・ 
             電子応用計測学   工博  麻 生 武 彦 
教 授          磁気圏物理学    工博  江 尻 全 機 
教 授          磁気圏物理学    理博  佐 藤 夏 雄 
教 授          超高層物理学    工博  山 岸 久 雄 
助教授          磁気圏物理学    理博  門 倉   昭 
助教授          大気科学      理博  佐 藤   薫 
助教授          超高層物理学    理博  田 口   真 
助教授          プラズマ物理学   理博  宮 岡   宏 
助 手          磁気圏物理学    理博  海老原 祐 輔 
助 手          プラズマ物理学   工博  岡 田 雅 樹 
助 手          大気物理学     工博  堤   雅 基 
助 手          磁気圏物理学    理博  行 松   彰 
 
気水圏研究グループ 
教 授          地球化学      理博  神 山 孝 吉 
教 授          氷河気候学     理博  藤 井 理 行 
教 授          大気物理学     理博  山 内   恭 
教 授          大気物理学     理博  和 田   誠 
助教授          雪氷学       工博  東   久美子 
助教授          海洋雪氷学     理博  伊 藤   一 
助教授          大気物理学     理博  塩 原 匡 貴 
助教授          雪氷物理学     工博  藤 田 秀 二 
助教授          雪氷水文学     理博  本 山 秀 明 
助 手          極域海洋学     理博  牛 尾 収 輝 
助 手          極域大気科学    理博  橋 田   元 
助 手          気候学       学術修 平 沢 尚 彦 
助 手          大気物理学     理博  森 本 真 司 
地圏研究グループ 
教 授          隕石学       理博  小 島 秀 康 
教 授          固体地球物理学   理博  澁 谷 和 雄 
教 授          地質学       理博  白 石 和 行 
教 授          地質学       理博  本 吉 洋 一 
教 授          自然地理学     文博  森 脇 喜 一 
助教授          測地学       理博  土 井 浩一郎 
助教授          固体地球物理学   理博  野 木 義 史 
助教授          岩石磁気学     理博  船 木   實 
助教授          宇宙化学      学術博 三 澤 啓 司 
助 手          隕石学       理博  今 榮 直 也 
助 手          地下水学      教育修 上 村 剛 史 
助 手          鉱物学・隕石学   理博  海 田 博 司 
助 手          固体地球物理学   理博  金 尾 政 紀 
助 手          地質学       理博  外 田 智 千 
助 手          第四紀地質学    理博  三 浦 英 樹 
助 手          隕石学       理博  山 口   亮 
 
生物圏研究グループ 
教 授          生物海洋学     水産博 小 達 恒 夫 
教 授          植物分類学     理博  神 田 啓 史 
教 授          海洋生態学     水産博 福 地 光 男 
助教授          植物生態学     理博  伊 村   智 
助教授          水圏生態学     理博  工 藤   栄 
助教授          植物生態学     理博  髙 橋 晃 周 
助教授          海洋生態学     農博  渡 邉 研太郎 
助 手          微生物生態学    学術博 内 田 雅 己 
助 手          海洋生態学     農博  加 藤 明 子 
助 手          海洋生物光学    理博  平 譯   享 
 
極地工学研究グループ 
教 授          極地設営工学    理博  鮎 川   勝 
助 手          ブラズマ物理学   理博  菊 池 雅 行 
 
プロジェクト研究員 
                       理博  原   圭一郎 
                       理博  Ropert-Coudert,Yan 
                       地球環博 大 槻 晃 久 
                       理博  荒 井 朋 子 
                       理博  高 橋 邦 夫 
                       理博  笠 松 伸 江 
                       理博  髙 崎 聡 子 
                       理博  隅 田 祥 光 
                       Ph.D  Dunkley Daniel 
                       理博  五十嵐   誠 
                       理博  上 野   健 
                       学術博 三 宅 隆 之 
                       工学  斎 藤   健 
                       理博  田 中 洋 一 




センター長（兼務）                  福 地 光 男 
教 授（兼務）                    澁 谷 和 雄 
助教授（兼務）                    塩 原 匡 貴 
助教授（兼務）                    門 倉   昭 
助教授（兼務）                    土 井 浩一郎 
助 手（兼務）                    橋 田   元 
助 手（兼務）                    平 譯   享 
 
極域情報基盤センター 
センター長（兼務）                  佐 藤 夏 雄 
助教授（兼務）                    宮 岡   宏 
助 手（兼務）                    平 沢 尚 彦 
助 手（兼務）                    岡 田 雅 樹 
 
南極隕石センター 
センター長（兼務）                  白 石 和 行 
教 授（兼務）                    小 島 秀 康 
助教授（兼務）                    三 澤 啓 司 
助 手（兼務）                    今 榮 直 也 
助 手（兼務）                    山 口   亮 
助 手（兼務）                    海 田 博 司 
 
情報図書室 




センター長（兼務）                  鮎 川   勝 
教 授（兼務）                    神 山 孝 吉 
助教授（兼務）                    本 山 秀 明 
助教授（兼務）                    野 木 義 史 
 
北極観測センター 
センター長（兼務）                  神 田 啓 史 
教 授（兼務）                    和 田   誠 
助教授（兼務）                    伊 藤   一 
助 手（兼務）                    森 本 真 司 
助 手（兼務）                    堤   雅 基 
助 手（兼務）                    内 田 雅 己 
助 手（兼務）                    三 浦 英 樹 
 
事 務 
管理部長                       三 觜   守 
総務課長                       安 斎 純 一 
会計課長                       永 田   勝 
事業部長                       寺 岡 伸 章 
事業部長                       木 本   徹 
企画課長                       川久保   守 
極地設営室長                     石 沢 賢 二 
 
観測施設 
昭和基地長（兼務）                  渡 邉 研太郎 
                           神 山 孝 吉 
みずほ基地長（兼務）                 渡 邉 研太郎 
                           神 山 孝 吉 
あすか基地長（兼務）                 渡 邉 研太郎 
                           神 山 孝 吉 
ドームふじ基地長（兼務）               渡 邉 研太郎 






研究教育系助教授 髙 橋 晃 周  
【転 入】   
事業部長 木 本   徹
 （文部科学省官房付） 
管理部総務課長 安 斎 純 一
 （鳥取大学総務部人事企画課長） 
事業部企画課長 川久保   守
 （群馬大学総務部研究協力課長） 
管理部総務課人事係長 戸 田   博 （東京大学工学系研究等総務課人事係
主任） 
管理部会計課資産管理係長 関     豊
 （東京大学農学部経理課資産管理係長） 




 千 葉 政 範（事業部極地設営室主任） 
【配置換】   
管理部会計課用度係長 是 枝 龍 哉
 （管理部会計課用度第二係長） 
管理部会計課用度係主任 小 城 哲 夫
 （管理部会計課用度第一係主任） 





 島 村 英 紀 （情報・システム研究機構理事〔兼〕
国立極地研究所長） 
 
●平成１７年７月１日付け   
【配置換】   
事業部企画課企画係長 大 塚 英 明 （事業部極地設営室専門職員（昭和基
地担当）） 
事業部極地設営室専門職員（昭和基地担当）  
 勝 田   豊（事業部極地設営室専門職員（安全医療
担当）） 
事業部極地設営室専門職員（安全・医療担当及び生活担当）
 野元堀   隆
 （事業部企画課企画係長） 
管理部総務課総務係主任 吉 岡   博
 （事業部企画課企画係主任） 
事業部企画課企画係主任 大 下 和 久
 （事業部極地設営室主任） 





極域情報系情報図書室図書係 南 山 泰 之  
 
●平成１７年９月３０日 
【転 出】   






 藤 井 理 行 （副所長（極域観測系）・研究教育系教
授） 
会計課専門員 柴 野 浩 成
 （会計課専門職員） 
【兼務】 
副所長（研究教育系） 佐 藤 夏 雄  
副所長（極域観測系） 福 地 光 男  
【事務取扱免】   
 江 尻 全 機
 （所長事務取扱） 
【兼務免】 
 麻 生 武 彦
 （副所長（研究教育系）） 
【配置換】 
会計課総務係 櫻 井 道 仁
 （会計課用度係） 
会計課用度係 大 川 由美子
 （会計課総務係） 
 
●平成１８年３月３１日付け   
【定年退職】   
 江 尻 全 機 （研究教育系教授・副所長（極域情報
系）） 
【転出】   
北海道大学大学院水産科学研究院助教授  
 平 譯   亨（研究教育系助手） 
鹿屋体育大学事務局長 三 觜   守
 （管理部長） 
文部科学省研究開発局地震・防災研究課地震火山専門官 
 永 田   勝
 （管理部会計課長） 
鳴門教育大学総務部施設課長 小永井 耕 一
 （管理部会計課課長補佐） 
筑波大学研究事業部産学連携課専門職員（外部資金情報）
 佐 藤 俊 彦
 （管理部総務課学術振興係長） 
【辞職】 














































②客員研究部門       ③外国人客員研究部門
区 分 
年 度 
教 授 助教授 計  
区 分 
年 度 




昭和４８ １ １ ２  昭和５３   １ １ 
４９ ２ ２ ４  ５４   １ １ 
５０ ３ ５ ８  ５５   １ １ 
５１ ２ ４ ６  ５６   ２ ２ 
５２ ０ ４ ４  ５７   ３ ３ 
５３ ５ ３ ８  ５８   ２ ２ 
５４ ５ ５ １０  ５９   ３ ３ 
５５ ４ ５ ９  ６０   ２ ２ 
５６ ５ ４ ９  ６１   ２ ２ 
５７ ５ ４ ９  ６２   ２ ２ 
５８ ５ ５ １０  ６３   ２ ２ 
５９ ７ ５ １２  平成 元 １  ２ ３ 
６０ ６ ６ １２  ２ １  １ ２ 
６１ ６ ６ １２  ３ １  ４  
６２ ６ ６ １２  ４ １  ４ ５ 
６３ ５ ７ １２  ５ １  ３ ４ 
平成 元 ５ ７ １２  ６ １  ２ ３ 
２ ６ ６ １２  ７ ２  １ ３ 
３ ６ ６ １２  ８ ２  １ ３ 
４ ６ ６ １２  ９ １  ２ ３ 
５ ５ ７ １２  １０ ２  ２ ４ 
６ ５ ７ １２  １１ ３  ２ ５ 
７ ５ ７ １２  １２ １  ３ ４ 
８ ６ ６ １２  １３ ４  ４ ４ 
９ ６ ６ １２  １４ ０  ３ ３ 
１０ ６ ６ １２  １５ ０  ４ ４ 
１１ ６ ６ １２  １６   ２ ２ 
１２ ６ ６ １２  １７   １ １ 
１３ ５ ７ １２ 
１４ ７ ７ １４ 
１５ ８ ６ １４ 
１６ ５ ３ ８ 
 
4）教官の補充状況 
                          平成１８年３月３１日現在 
補 充 方 法 
年度 退職者等の数 官職（人数） 
採用 転入 昇任 
昭４８      
 ４９      
 ５０      
 ５１    １ 助教授（１）   １  
 ５２      
 ５３      
 ５４    １ 助手（１）  １   
 ５５      
 ５６    １ 教授（１）    １ 
 ５７      
 ５８      
 ５９    ２ 所長 教授（１）    ２ 
 ６０    １ 教授（１）   １  
 ６１    １ 助教授（１）    １ 
 ６２      
 ６３    １ 所長    １ 
平 元      
  ２    １ 助教授（１）  １   
  ３      
  ４    ４ 教授（１） 助手（３）  ３   １ 
  ５    ３ 教授（１） 助手（２）  ３   
  ６    ２ 所長 助教授（１）  １   １ 
  ７    ２ 助教授（１） 助手（１）  １  １  
  ８    ２ 教授（１） 助手（１）  １   １ 
  ９      
 １０      
 １１    ２ 教授（１） 助手（１）    １ 
 １２    １ 所長 教授（１）    ２ 
 １３    １ 教授（１）  １   
 １４      １ 
 １５    ２ 助手（２）  １   ２ 
 １６  助手（１）  １   
 １７    ５ 
所長（１） 教授（１） 
助教授（１） 助手（２） 






4 月  ４日  機構・事務協議会 
    ７    総研大・入学式  
    ８    機構・研究所長会議 
１１ 教員会議、教授会議 
    危機管理委員会  
１２ 所内研究委員会 
南極観測委員会 
１３    しらせ帰港（晴海埠頭） 
     所内研究委員会 
          総研大・運営会議 
１４   観測隊帰国歓迎会 
１５   総研大・専攻長会議 
１６   講演と映画の会 
２０   臨時研究所会議 
２１   運営会議 
２６   総研大・専攻委員会 
２７   機構・事務協議会 
２８   研究所会議 
５月 ９日 教員会議、教授会議 
        臨時所内研究委員会 
   １０   総研大・評価担当者会議 
   １１   総研大・運営会議 
   １６   機構・研究所長会議 
   １７   移転委員会 
   １８   機構・役員会 
南極観測委員会 
   １９   総研大・専攻委員会 
        立川移転計画にかかる職員説明会 
   ２０   南極観測審議委員会 
   ２３   南極設営計画審議委員会 
   ２４   財務委員会 
   ２７   研究所会議  
        総研大・専攻長会議・５年一貫制ＷＧ  
   ３１   運営会議  
６月  １日  極地観測安全対策常置分科会 
        所内研究・中長期合同委員会 
２   編集委員会 
        南極観測事業５０周年記念行事企画連絡会 
    ３   南極設営シンポジウム 
    ６   教員会議、教授会議 
    ７   南極隕石シンポジウム（～９日）  
    ８   総研大・運営会議／名誉教授称号授与式 
        極地観測隊員健康判定委員会 
   １０   極地研究連絡委員会 
   １３   総研大・教育研究評議会 
   １５ 所内外安全対策常置分科会  
   １６   南極地域観測統合推進本部総会 
   １７   南極観測事業５０周年記念行事企画連絡会 
   ２０   第４７次観測隊夏期総合訓練（菅平）（～２４日） 
   ２３   総研大・経営協議会 
   ２４   機構・経営協議会 
   ２８   財務委員会 
        南極観測委員会 
   ２９   機構・教育研究評議会 
３０   研究所会議 
        総研大・専攻委員会 
７月  １日  定常観測連絡会 
    ４   教員会議、教授会議  
        南極観測中長期計画委員会 
５   第４７次南極観測隊隊員室開き          
    ６   隊長等選考委員会 
    ８   運営会議 
        機構・研究所長会議 
   １３   総研大・運営会議 
   ２０   第５０次南極観測輸送問題タスクフォース  
   ２１   南極観測委員会 
        情報図書委員会 
   ２２   総研大・専攻長会議・５年一貫制ＷＧ    
２５ 第１回五者連絡会 
２６   移転委員会 
     隊長等選考委員会  
２９   研究所会議 
     運営会議 
８月  ２日  隊長等選考委員会 
    ３   国際企画委員会 
４   極域宙空圏シンポジウム（～５日） 
   １１   所内外安全対策常置分科会 
   １２   総研大・極域科学専攻論文審査会・公開論文発表会    
   ２２   南極観測事業５０周年事業実行委員会 
   ２３   隊長等選考委員会 
   ２４   定常観測連絡会 
   ２５   南極観測中長期計画委員会・所内研究委員会合同会議 
   ２６   第 47 次観測隊全員打合会 
 総研大・極域科学専攻入学者選抜 
   ３１   南極観測委員会 
９月  ２日 所内研究委員会 
        機構・事務協議会 
    ５   教員会議、教授会議 
    ６   総研大・極域科学専攻委員会 
        機構・研究所長会議 
        南極設営計画審議委員会航空分科会 
        南極観測中長期計画委員会 
    ７   総研大・運営会議 
        運営会議 
    ８   特別講演会 
９   総研大・専攻長会議 
        科学研究費補助金説明会 
   １２   南極観測中長期計画委員会 
   １３   移転委員会 
   １５   機構・経営協議会 
   １６   研究所懇談会      
        研究所会議 
        総研大・複合科学研究科教授会 
   ２０   機構・教育研究評議会 
        機構・役員会 
２３   第 46 次観測隊家族会      
   ２７   財務委員会 
３０   総研大・学位記授与式（葉山） 
        機構・事務協議会 
１０月 １日  南極観測委員会医療分科会 
    ３   南極観測中長期計画委員会・所内研究委員会合同会議 
        所長及び副所長就任挨拶 
        教員会議、教授会議 
４   第４７次隊全員打合せ会 
    ６   南極観測審議委員会・南極設営計画審議委員会合同委員会 
        南極設営計画審議委員会 
    ７   機構・研究所長会議 
   １３   南極地学シンポジウム（～１４日）   
        総研大・入学式・運営会議（葉山） 
        第２回五者連絡会議 
   １７   総研大・専攻長会議      
        編集委員会 
   １９   第 2 回中高生オープンフォーラム審査委員会 
   ２０   機構・役員会 
   ２１   機構・事務協議会 
        所内研究委員会 
   ２４   消防訓練 
   ２５   運営会議 
   ２７   統合研究委員会 
   ２８   研究所会議 
        南極観測委員会 
３０   第４７次観測隊ドーム隊出発（成田） 
   ３１   総研大・極域科学専攻委員会 
１１月 １日 機構・研究所長会議 
    ２   移転委員会 
    ４   第５０次南極観測タスクフォース 
    ７   教員会議、教授会議  
９   総研大・運営会議 
   １１   第４７次隊家族への説明会 
        南極地域観測統合推進本部総会・壮行会 
１２   第４７次隊全員打合会      
   １４   しらせ出航（晴海埠頭） 
   １６   総研大・専攻長会議 
   ２２   南極観測事業５０周年事業実行委員会 
        南極隕石研究委員会 
   ２４   機構・役員会 
        総研大・専攻委員会 
        南極観測委員会 
   ２５   所長室会議 
        財務委員会 
   ２８   臨時教授会議 
        第４７次隊観測隊出発（成田） 
   ２９   安全衛生委員会 
   ３０   極域気水圏シンポジウム（～１２月１日） 
        人事会議 
１２月 ２日  機構・事務協議会 
    ５   教員会議、教授会議 
        総合計画会議 
    ６   機構・研究所長会議 
    ７   共同研究連絡会 
８   極域生物シンポジウム(～９日) 
        人事会議 
   １２   人事会議 
   １４   総研大・運営会議 
１５   健康診断(女性) 
        総研大・教育研究担当者会議 
        移転委員会    
１６   健康診断(男性) 
        所内研究委員会        
   １７   「中学生・高校生の提案を南極北極へ」オープンフォーラム 
   １９   総研大・評価担当者会議 
   ２０   所長室会議 
   ２２   研究所会議 
総研大・専攻長会議 
   ２７   機構・研究所長会議 
２８   南極観測委員会 
        所長室会議 
仕事納めの会 
１月  ４日  仕事始めの会 
    ６   機構・事務協議会 
   １０   教員会議、教授会議 
        機構・研究所長会議 
   １１   総研大・専攻委員会 
        総研大・運営会議 
   １７   臨時教授会議 
        所長室会議 
   １８   極地観測安全対策常置分科会 
        機構・経営協議会 
   １９   機構・教育研究評議会 
機構・役員会 
   ２０   財務委員会 
所内研究委員会 
   ２３   人事会議 
        南極観測委員会 
   ２４   総研大・入学者選抜（～２６日） 
   ２５   所長室会議 
        利益相反委員会 
   ２６   広報企画委員会 
        総研大・専攻長会議 
   ２７   研究所会議 
 編集委員会 
２月  ２日  南極地域観測統合推進本部外部評価委員会 
    ３   南極設営計画審議委員会 
        南極観測審議委員会 
        機構・事務協議会 
    ６   教員会議、教授会議 
        人事会議 
    ７   共同研究連絡会 
        南極観測事業５０周年事業実行委員会 
        機構・研究所長会議 
        所長室会議 
    ８   総研大・運営会議 
    ９   会計監査人期中監査 
        第４７次夏隊（ドーム隊）帰国（成田） 
        オーロラ会 
   １４   職員接遇研修 
        総研大・専攻長会議 
   １５   南極観測隊支援連絡会 
        南極隕石研究委員会 
        総研大・専攻長会議 
   ２０   顧問会議 
        所内研究委員会 
   ２１   財務委員会 
        人事会議 
   ２２   所長室会議 
        機構４研究所図書室打合せ 
   ２３   南極観測委員会 
   ２４   研究所会議 
        総研大・教授会 
３月  １日  運営会議       
２   総研大・経営評議会 
    給与制度の改定等に伴う説明会 
    南極観測５０周年記念事業情報交換会 
３   機構・事務協議会 
６   第４８次南極地域観測隊冬期総合訓練（乗鞍高原、～３月１０日） 
        総研大・教育研究評議会 
    ７   機構・研究所長会議 
    ８   臨時研究所会議 
        総研大・運営会議 
   １０   学生研究発表会 
   １３   教員会議、教授会議 
   １４   所内プロジェクト・ヒアリング 
   １５   総研大・専攻委員会 
   ２０   財務委員会 
        臨時研究所会議 
   ２２   移転委員会 
        総研大・専攻長会議 
   ２４   南極観測委員会 
        磁気圏電離圏国際シンポジウム 
        総研大・学位記授与式（葉山） 
   ２７   機構・経営協議会 
２８   第４６次越冬隊、第４７次夏隊帰国（成田） 
     機構・教育研究評議会／役員会 
２９   研究所会議 
３０   辞令交付、離任式 
   江尻副所長退任記念講演会、お送りする会 
